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桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.64）のまえがき 

64 ビット版ＯＳ等にも対応出来るようにした。 

操作マニュアルもメンテナンス履歴に応じて手直しする。 

プログラムメンテナンスＱ＆Ａ内容も、操作マニュアルに載せる。 

2013 年 12 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.08）のまえがき 

部分係数法による荷重データコピー時のバグを修正。 

2011 年 7 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.07）のまえがき 

部分係数法による計算の、荷重入力時エラーを回避させる。。 

2011 年 6 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.06）のまえがき 

杭条件の入力が不完全な時に生ずるエラーを回避させる。 

2011 年 3 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.05）のまえがき 

杭要素分割最大数を 10 から 20 に上げる。 

2010 年 10 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.04）のまえがき 

土層分割が非常に細かい場合の杭データの分割にバグがあり、修正する。 

「基本条件入力」の[設定]ボタン押し忘れが無いよう、[設定]ボタンを押さなくても良いよう

にする。 

2009 年 5 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.03）のまえがき 

杭先端が、土層境界の場合に計算ミスがあり、この場合のバグを修正。 

2009 年 2 月 
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桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.02）のまえがき 

杭頭バネを自動計算するときの、条件によっては収束しないバグを修正。 

2008 年 10 月 

 
桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.01）のまえがき 

Ver.3.00 にいくつかのバグがあったので、プログラム修正と関連箇所の操作マニュアルの変

更をおこなった。 

変更修正箇所； 

p11：斜杭の時の地盤反力係数の補正は、プッシュオアーバー解析時だけを明示 

p45：荷重条件全体の削除、途中挿入を追加 

p64：特殊な計算条件の場合にイベント情報表示に不備があったのでプログラムを訂正 

p79：杭頭軸方向バネ自動計算結果における表示上ミスの訂正と単位表示を追加 

（テキスト表示の桁あふれ＝オーバーフローも訂正） 

2008 年 8 月 
 

 

 

桟橋の弾塑性解析プログラム（N-Pier Ver.3.00）のまえがき 

 

「港湾の施設の技術上の基準を定める省令」の改正と「港湾の施設の技術上の基準の細目を定め

る告示」が、本年４月１日に施行されました。これを受けて、その考え方や思想を設計実務に的確

に反映させるための解説書として、また、技術者が具体的な事例に対処できるようにするための資

料として（社）日本港湾協会から「港湾の施設の技術上の基準・同解説」が刊行される予定となっ

ています。新しい基準では、構造物の設計法やその形状・材質などを細かく規定する仕様規定型の

設計体系から、構造物に求められる性能のみを規定し、設計結果に至るプロセスを規定しない性能

規定型の設計体系に移行します。 
 
これに伴い桟橋の耐震設計法も大幅に変更されることになりました。「桟橋の弾塑性解析プログ

ラム(N-Pier Ver.3.00)」は、新しい基準に対応するために Ver.2.00 からバージョンアップを図りま

した。主な改良項目は次の３点です。 
 

1) 従来の N-Pier は、Ｌ２地震時の弾塑性解析を行うために開発されたプログラムでしたが、今回

はこれに加え、Ｌ１地震時や接岸時などの変動状態および永続状態に対して部分係数法（線形フ

レーム解析）によって性能照査を行える機能を追加しました。 
2) Ｌ２地震時の非線形地盤バネの計算法は、従来の「道示」ベースの計算方法から、今回、「港湾」

ベースの計算方法へ変更となりました。Ver.3.00 では、この新しい地盤バネの計算方法を採用し
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ました。 

3) 従来は、Ｌ１・Ｌ２地震に対しては応答スペクトルから求めた照査用震度と骨格曲線を用いて、

応答変位を求めることを標準としていました。新基準では、L2 地震に対しては非線形動的解析

を行い直接応答変位を求めることになりました。非線形動的解析には、FLIP 等を用いた有限要

素法解析と質点系の動的解析があります。Ver.3.00 では、後者の方法に対応して１質点及び２質

点の動的解析用プログラムを用意しました。なお、Ｌ１地震に対しては 1)で述べたように部分

係数法によって照査を行います。 
 

これら N-Pier Ver.3.00 の改良にあわせ、マニュアルの整備も行いました。新マニュアルは次

の 4 つです。 
 
1) N-Pier 解説書 
2) N-Pier 操作マニュアル（本文書です） 
3) N-Pier 例題集 
4) N-Pier 計算理論マニュアル 
 
1)では、N-Pier を用いて桟橋の設計を行う場合の基本事項について説明しています。新基準

における変更点の整理、部分係数法による性能照査の具体的方法、L2 地震時の非線形構造モデ

ルの説明、L2 地震時の質点系解析モデルの説明を主な内容としています。 
2)は、実際に PC でデータを作成し、計算するユーザーのためのものであり、PC の操作方法

について説明しています。 
3)は、2)を補完するものであり、N-Pier で用意されている 16 のサンプルデータの内の 3 例に

ついて、具体的な計算条件を与え、それに対する入力データの作成方法を画面操作とあわせて説

明しています。3 例の内の 2 例は、(財)沿岸技術研究センター発行の｢港湾構造物設計事例集 平

成 19 年 改訂版｣を参考にしています。また、複雑なモデル、特殊な条件の場合のデータ作成

方法についても説明しています。さらに、質点系動的解析の適用例もあわせて説明しています。 
4)では、N-Pier の中心プログラムである構造解析プログラム NPILAN-SN の解析理論、イン

プットデータとアウトプットデータの説明を行っています。通常はこのマニュアルを見ることは

少ないですが、計算の内容を深く理解する場合、N-Pier の計算結果に疑問が出た場合などには

参照してください。 
 
なお、1)と 4)では、N-Pier 開発の経緯についても紹介しています。これらのマニュアルが桟

橋の適切な設計と N-Pier の正しい使用に役立つことを望みます。 

 

2007 年 10 月 
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Ver.2.02 のまえがき 

 

N-Pier Ver.2.00 は、2004 年 4 月にリリースされました。その後、ユーザーからの指摘によりいく

つかのバグが発見されました。また、レベルアップの要望も出されました。今回はそれらを取り込み、

Ver.2.01 に続き、新しく Ver.2.02 としてリリースすることにしました。修正、及び改良項目は以下

の通りです。 

 

○ Ver.2.01 
（バグの修正） 

・ 杭体断面の非線形特性をトリ･リニアにした時の計算が正しくなかった。 

・ イベントの表示で、全杭が降伏、及び全杭が塑性化した時の表示が正しくなかった。 

（レベルアップ） 
・ 杭につく地盤バネを計算する時、従来は杭径を用いてきましたが、今回は別に地盤バネ計算用

の径を入力できるようにしました（マニュアルの P.29 参照）。なお、特に指定しなければ、従

来通り、入力した実際の杭径を用います。 

・ ストラット式桟橋やドルフィン、橋脚基礎も解けるように座標系の取り方を変更しました。こ

の機能を用いて新たにサンプルデータを作成しＨＰからダウンロードできるようにしました。

なお、これに伴うプログラム使用上の変更はありません。 

・ イベントの表示に設計震度を追加しました（マニュアルの P.49 参照）。 

 

○ Ver.2.02 
（レベルアップ） 

・ 計算結果の表示で、従来の「P-δ曲線」の他に「Ｋｈ-δ曲線」（設計震度-変位関係）も表示

するようにしました（マニュアルの P.48 参照）。 

・ 計算の実行方法を変更しました（マニュアルの P.46 参照）。 

・ 土質条件で入力する補正係数αP、αKを杭ごとに補正できるようにしました。杭条件の杭デー

タ入力でその補正値を入力するようにしました（マニュアルの P.29 参照）。 

 
2005 年 4 月 
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０. N-Pierの構成と使用方法 

 
N-Pier は、対話式によってデータを作成し、さらに計算結果を図化するプレ・ポストプログ

ラムと、構造解析を行うプログラム NPILAN-SN、1 質点動的解析プログラム(MASS－1)、2 質点動
的解析プログラム(MASS－2)を合わせた 1つのシステムです(下図参照)。 

 

プレ・ポストプログラム
○○○
.prj

○○○
.inp

○○○
.inp1

○○○
.inp2

地震
データ

構造解析プログラム
NPILAN-SN

計算
結果

動解プログラム
MASS－1

動解プログラム
MASS－2

計算
結果

（ユーザー）

データー入力
結果の図化

計算用
入力データ

保存用
データ

プレ・ポストプログラム
○○○
.prj

○○○
.inp

○○○
.inp1

○○○
.inp2

地震
データ

構造解析プログラム
NPILAN-SN

計算
結果

動解プログラム
MASS－1

動解プログラム
MASS－2

計算
結果

（ユーザー）

データー入力
結果の図化

計算用
入力データ

保存用
データ

 
［N-Pier の構成］ 

 
 ユーザーは、プレプログラムによってデータを作成し、計算を実行、ポストプログラムによ

って計算結果を図化、印刷します。ユーザーが入力したデータは、○○○.prj ファイルとして
保存されます。 
 
 データを作成する場合、以下の 2通りの方法があります。 
 
 1) 新規に作成する。 
 2) 既存のデータ(○○○.prj)を修正する。 
 
 N-Pier では多数のサンプルデータが用意されており、通常は 2)による方が便利です。なお、

動的解析用の非線形バネ特性は、プッシュオーバー解析の結果(骨格曲線)を見て、ユーザーが独
自に決める必要があります。現時点では、構造解析プログラムと動的解析プログラムは連動して
いません。 
 
 3 つの計算プログラム用の入力データは、プレ・ポストプログラムで自動作成します。ただ

し、動的解析用の地震加速度データはユーザーが用意する必要があります。 
 
 なお、以下において｢プログラム｣とは、特にことわらない限り、上図のプレ・ポストプログ

ラムのことを示します。 
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１. プログラムの起動とファイル操作 
 

１.１ プログラムの起動 
本プログラムは、MRT（(株)海洋河川技術研究所）のホームページから、インストーラーをダ

ウンロードし、ユーザーのパソコンにインストールすることによって実行することができます。

インストールの方法については、「N-Pier インストール例」を参照して下さい。 
インストール後、プログラムの起動はデスクトップ上に作成されたアイコン「  」をダブル

クリックして行います。はじめて起動する場合は、以下のパスワード入力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このプログラムは、パスワードを入力することで正規版として起動します。パスワードを入手

するには、ユーザー登録が必要になります。なお、既ユーザーがバージョンアップする時は、ユ

ーザー登録の必要はありませんが、バージョンアップの申し込みをして、パスワードを入手して

ください。 
パスワードを入力しない場合は、体験版として起動します。体験版として起動した場合は、以

下の機能制限があります。 
 
① 計算が実行できるのは、添付されたサンプルデータのみである。 
② データの読み込み・保存ができない。 
 
はじめにユーザー登録を行い、パスワードを入手してください。ユーザー登録、及びパスワー

ドの入手方法は、「N-Pier 購入の手引き」を参照してください。 
入手したパスワードを入力して、「入力」ボタンを押してください。その後に、パスワードの

受付確認画面が表示されます。良ければ、「閉じる」ボタンでこの画面を閉じます。 
パスワードの入力が正常に行われた場合は、正規版としてプログラムは起動され、体験版とし

ての機能制限も解除されます。そして、以後の起動からはこの画面は表示されなくなります。 
パスワードの入力が正常に行われなかった場合は、プログラムは体験版として起動され、以後、

プログラムを起動する毎にこの画面が表示されます。 
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プログラムを起動すると以下の初期画面が表示されます。 

 
はじめて起動した場合は、画面に上記のサンプルモデルが表示されます。サンプルデータは、

プログラムをインストールしたフォルダ内の sample フォルダに格納されています。はじめて起

動した場合は、このフォルダが作業フォルダに設定されます。２回目以降、一度、データを作成

した後の起動では、前に作成したデータが自動的に読み込まれ、そのデータのあるフォルダを作

業フォルダに設定します。 
 
作業フォルダ等を変更する場合は、起動画面メニューにある「環境設定(T)」で「ケース設定

(C)」を選択し、この時表示される以下の画面で設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは、作業フォルダー名、ケース名が上記の場合で説明しますが、ユーザーが別のフォル

ダーを指定する場合、ＯＳ(Vista など)によってはデータの読み書きができない場合があります。

その時はＯＳに応じて読み書きできるフォルダーを指定して下さい。 
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１.２ 基本メニュー 

プログラムを起動すると、次の１０個の基本メニューが表示されます。各メニューの機能は、

以下の通りです。 
① ファイル(F) -------- プロジェクトファイルの新規作成、読込み、保存 
② 基本設定(B) -------- 計算条件の基本的な値（デフォルト値）の設定 
③ モデル作成(M) ---- 計算モデルの作成、計算条件の入力 
④ 計算実行(R) -------- 計算の実行、及び入力データの確認・修訂 
⑤ 計算結果(A) -------- 計算結果の図示、及び結果ファイルの表示 
⑥ １質点動解(D) ---- １質点系の動的解析の実行、及び結果の表示 
⑦ ２質点動解(H) ---- ２質点系の動的解析の実行、及び結果の表示 
⑧ 画面(W) ------------- 画面設定、印刷、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞへのコピー 
⑨ 環境設定(T) -------- ケース設定、環境オプション 
⑩ ヘルプ --------------- ヘルプ、及びバージョン情報 
 

注）⑥、⑦動的解析の結果を表示するには、Microsoft 社の「Excel」が必要です。 
また、⑩ヘルプ(Ｈ)を実行するためには，Adobe 社の「Adobe Reader(旧 Acrobat Reader)」
が必要です。 
ユーザーは、フリーソフトの「Adobe Reader(旧 Acrobat Reader)」を各自インストール

してください。 
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１.３ ファイル操作 
ファイル操作は、基本メニューの①「ファイル(F)」で行います。 
「ファイル(F)」をクリックすると右の画面が表示されます。 
以下では、この中のサブメニューの内容を説明します。 
 
 

１.３.１ 新規作成 
新規にデータを作成する場合に選択します。 
新規作成を選択すると、以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
ここで、「OK」ボタンを押すと、デフォルトで設定されているデータを自動的に読み込んで

計算ケースを再設定します。デフォルト設定のデータは、プログラムをインストールしたフォル

ダにある default.prj ファイルに保存されています。このファイルには、②「基本設定(B)」で入

力するデータ（デフォルト値）が記述されていますが、計算モデルや計算条件のデータは記述さ

れていません。これらのデータは③「モデル作成(M)」で新規に作成することになります。

default.prj ファイルの読み込み後、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
「OK」ボタンを押して、次に以下のケース設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
ここで、作業フォルダ名、入力データのケース名を入力して「設定」ボタンを押してください。

この後、確認画面が表示されます。設定を終了する場合は、「閉じる」ボタンを押してください。 
次に、基本メニューの②「基本設定(B)」をクリックして、２.基本条件の設定へ進んでくださ

い。なお、通常は、新規作成より以前作成のデータ（添付のサンプルデータ）を修正するほうが

便利です。 
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１.３.２ 前のデータを開く 
既存のデータを再度計算する場合、または、既存のデータを修正して計算を実行する場合に選

択します。このとき、「ファイルを指定して開く」場合と、「履歴から開く」場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 
① ファイルを指定して開く 

直接ファイルを指定して設定ファイル（*.prj）を開きます。 
以下のダイアログボックスが表示されるので、開くファイルを指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 履歴から開く 
以前に作成したデータファイルの履歴から設定ファイル（*.prj）を開きます。 
以前に作成した設定ファイルの履歴が５つまで表示されるので、その中から開くファイ

ルを選択してください。 
 
 
 
 

 
 

１.３.３ 上書き保存 
現在、入力しているデータを同じファイル名で上書き保存します。 
 

１.３.４ 名前を付けて保存 
現在、入力しているデータをファイル名を指定して保存します。 
以下のダイアログボックスが表示されるので、ここで保存する場所とファイル名を指定してく
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ださい。保存すると、ファイルの保存先フォルダが新しい作業フォルダに設定されます。また、

保存したファイル名が入力データのケース名となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１.３.５ 計算実行用入力データ（.inp）の読み込み 
ここでは、すでに作成済みの別の計算実行用入力データ（＊.inp）を読み込んで計算を行う場

合に、「inp ファイルを開く」ボタンを押して、計算実行用入力データ（＊.inp）を読み込みます。 
「データ読込」ボタンを押すと、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
「OK」ボタンを押すと、以下のファイル指定画面が表示されるので、ここで読み込むファイ

ルを指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
読み込みが完了すると、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
注）ここで読み込んだデータは、基本メニューの「モデル作成」での入力値には反映されない

ので注意してください。また、ここでの操作は特別な場合のみ行います。 
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この場合は、基本メニューの「基本設定(B)」「モデル作成(M)」は表示されず、下記の「計算

実行(R)」が表示されます。ここで、読み込んだ計算実行用ファイル（＊.inp）の内容を確認・

修正をしたのち、（修正した時は「データ保存」ボタンをクリックし、）「計算実行」ボタンを押

して計算を実行します。 
これ以降の説明は、4.1 を参照して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１.３.６ 終了 
プログラムを終了します。 
データの保存確認のダイアログが開きます。保存して終了する場合は、「はい」を選択してく

ださい。 
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２. 基本条件の設定 
 
基本的な計算条件の入力を行います。基本メニューの「基本設定」をクリックすると、起動画

面左側に「基本条件」ボタンが表示されますので、そのボタンをクリックしてください。基本条

件の入力画面が表示されます（下図参照）。 
 
ここで入力した値が、現在、作成しているモデルデータの基本入力値（デフォルト値）として

設定されます。通常は、計算タイプの選択（部分係数法による応力照査か、L2 地震時解析か）

と、タイトルの入力以外、ここでの変更は必要ありません（L2 地震時解析による場合は、「荷重

ステップ」の設定が必要です）。なお、ユーザーが変更したデータを元の設定値に戻す時は、「既

定値」ボタンをクリックしてください。 
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＊）画面の入力表では、マウスの右ボタンで値の「切り取り・コピー・貼り付け・削除」がで

きます。また、「シフトキー＋矢印キー」で表中の領域を指定して、「切り取り・コピー・貼り付

け・削除」を行うこともできます（行コピー等が可能です）。 
 
 
 
 
＊）また、各画面の入力表で、データ項目名の下に（▼）が表示されている場合は、既に入力

されているデータあるいはシステム内部で規定されているデータの中から選択することになり

ます。選択するためには、入力欄をクリックして欄の右側に「 」を表示させ、この「 」を

クリックすると選択可能データがドロップダウンリストととして表示されるので、その中から選

択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ドロップダウンリストの例を下に示しますが、a)・d)はユーザーが事前に入力・設定している

ものです。b)・c)・e)は、プログラム内の規定値です。 
a)     b)     c)   d)     e) 

 
 
 
 
 
 
 
以下では各項目ごとの入力方法を説明します。 
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２.１ 計算タイプと計算ケースタイトル 

 
まず、計算タイプとして「部分係数法による杭の応力と支持力の照査(弾性解析)」か「レベル

２地震動に対するプッシュオーバー解析（弾塑性解析）」を選びます。 
 
計算タイトルは、任意の文字列で入力します。タイトル文字列は、全角文字を２、半角文字を

１としてカウントして 80 以内になるように入力します。 
 
「部分係数法による杭の応力と支持力の照査(弾性解析)」を選んだ時は、荷重ステップタブは

表示されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２.２ 杭の材料強度と腐食代 
杭の材料特性として、材料強度および腐食代等を設定します。 
材料強度は、SKK400、SKK490 の２種類については標準値が用意されています。 
杭の腐食を考慮するときは、腐食代を入力します。 
ここで設定したデータは、杭条件の入力で用いられます（3.4 参照）。 
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２.３ 地盤ばね 

 
先ず、地盤バネの計算方法を「港湾の方法」とするか、「道示の方法」とするかを選択します。

地盤バネの計算方法は、従来は｢道示の方法｣に準拠してきましたが、今後は｢港湾の方法｣を標準

とします。 
 
水平方向地盤ばねの補正係数は「港湾」と「道示」では既定値が違います。既定値は次の通り

です。 
 港湾の方法 道示の方法 
 砂質土 粘性土 砂質土 粘性土 
剛性の補正係数αk 1.0 1.0 1.5 1.5 
強度の補正係数αp 1.0 1.0 3.0 1.5 

 
港湾の方法を指定した場合、受働土圧を計算する時の震度を入力する必要があります。これは、

L1 地震時の照査用震度特性値を入力します。 

 

また、斜杭の時の地盤反力係数の補正を行うか否かを指定します。補正を行う時は、荷重の向

きを指定する必要があります。なお、この指定はプッシュオーバー解析に対して行います。部分

係数法の時は、荷重条件 3.5.2 で行います。 
受働土圧を計算する時、仮想地表面より上の捨石の上載圧を考慮するか否かも指定します。「無

視する」が標準です。 

この時は、部分係数法で

は無い。 
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２.４ 荷重ステップ（プッシュオーバー解析用） 
荷重ステップと収束条件の設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ＊）許容収束誤差は、上記値を標準としますが、計算が収束しない場合には「4.3 収束条

件の修正」を参照し、必要に応じて変更してください。 
 

なお、「部分係数法による杭の応力と支持力の照査(弾性解析)」を選んだ時は、この荷重ステップ

データ入力は無く、3.5.2 で直接入力します。 
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２.５ その他 

単杭解析における条件、及び杭先端の支持条件を設定します。通常はデフォルト値を使用する

ので、データの入力は必要ありません。 
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３. モデルの作成 
 
基本メニューの「モデル作成」を選択すると起動画面左側の表示が以下のようになります。 
ここでは、計算モデル、及び計算条件を入力して計算実行用入力データを作成します。 

 

 
モデル作成で構造モデルの全体形状を作成します。次に、個々の条件データを作成します。 
はじめての起動の場合は、サンプルの計算モデルのデータ（sample）が入力欄に表示される

ので、必要に応じて修正してください。なお、サンプルデータは、他にも用意されており（sample1
～sample14、事例集１、事例集２）、形状が似ているモデルを読み込んで修正を行うと便利です。

用意されているサンプルについては「N-Pier 例題集」を参照してください。 
 
＊）画面左隅下には計算タイプとして、「部分係数法」による照査を指定しているか、「プッシ

ュオーバー解析」を指定しているか（2.1 参照）、あるいは「動的解析」を指定しているか（6.
または 7.参照）が表示されます。 

 
＊）また、各画面の入力表で、データ項目名の側に（▼）が表示されている場合は、既に入力

されているデータあるいはシステム内部で規定されているデータの中から選択することになり

ます。選択するためには、入力欄をクリックして欄の右側に「 」を表示させ、この「 」を

クリックすると選択可能データがドロップダウンリストととして表示されるので、その中から選

択します。 
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３.１ モデル作成 
ここでは、計算モデル（床版・杭・土層）の作成を行います。画面左側にある「モデル作成」

ボタンを押すと計算モデル設定画面が画面の右側に表示されます。ここではまず、「全体形状」

ページで大まかなモデル設定を行い、次に「編集」ページで詳細なモデルを設定します。 
なお、このとき後述する画面左側の「床版条件」・「土質条件」・「杭条件」で入力した既存のデ

ータは、画面右側の「全体形状」によるモデルの変更と連動しては更新されません。このためこ

こでの変更にあわせて既存のデータは必要に応じて修正してください（｢全体形状｣と「編集」と

は連動しています）。 

 

 
＊）画面の入力表では、マウスの右ボタンで値の「切り取り・コピー・貼り付け・削除」がで

きます。また、「シフトキー＋矢印キー」で表中の領域を指定して、「切り取り・コピー・

貼り付け・削除」を行うこともできます（行コピー等が可能です）。 
 
 
 
 

 



 

 16

３.１.１ 全体形状 
計算モデルを新規に作成します。ここでは、基本的な床版・杭・土層のモデルを作成します。 
 

① 床版モデルの作成 
ここでは、床版に関するデータを入力します。 
床版の軸心の標高、厚さ、及び床版の梁ノードの水平座

標を入力してください。入力後、「設定」ボタンを押します。

確認画面が表示されるので「OK」を押すと、入力されたデ

ータをもとに新規に床版モデルを作成します(下図参照)。 
 

 

なお、標高、及び水平座標の原点は任意ですが、通常、標高の原点は設計海水面、水平座標の

原点は床版中央とします。 
また、法線方向の杭本数が２本以上の場合、梁の剛性等は１本当たりでは無く、本数分の値を

入力する。ただし、杭に作用させる荷重は１本当たりの値で入力します(3.5.1(3)、3.5.2(4))。 
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② 杭モデルの作成 
ここでは、杭に関するデータを入力します。 

「ノード」欄では、杭頭の梁ノード番号を入力します（は

じめに床版の設定を行っておく必要があります）。「杭長」

欄では、床版下端からの杭の長さを入力します。 
「傾き」欄では、杭の傾きを入力します（＋値では右振

り、－値では左振りとなります）。「本数」欄では、奥行き方向の杭の本数を入力します。 
入力後、「設定」ボタンを押します。確認画面が表示されるので「OK」を押すと、入力さ

れたデータをもとに新規に杭モデルを作成します（下図参照）。 
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③ 土層モデルの作成 
ここでは、土層に関するデータを入力します。 
土層の区分は、土層領域として定義します。土層領域は、

その領域を構成するノードデータとそのノードの組み合

わせからなる領域データで定義されます。 
はじめに海底面（地表面）の標高を入力してください。

このデータは必須です。次に海水面の標高を入力します。

これにより、海水領域を定義します。海水領域はモデル上

の表示のみで計算には使用しません。通常は、設計海水面

と同じとして 0.0 とします。 
次にマウンドの上端標高と勾配、及び左端の水平座標を

入力します。マウンドがある場合に入力してください。必要なければ空欄にしてください。 
次に護岸の天端標高、及び左端の水平座標を入力します。護岸はモデル上の表示のみで計算に

は使用しません。必要なければこの欄は空欄にしてください。次に、各土層区分の「土層名」、

「土質名」、「下端標高」を入力します。ここで作成できるのは、水平地盤だけとなります。 
なお、マウンドがある場合は、マウンドの土質条件を３.３土質条件で入力してください。詳

細な土層モデルの作成は、ここで基本土層を設定し、「編集」ページで修正してください。 
入力後、「設定」ボタンを押します。確認画面が表示されるので「OK」を押すと、入力され

たデータをもとに新規に土層モデルを作成します。 

 

この画面は、P.14 で示した画面と同じものですが、モデルの具体的なデータ作成方法につい

ては、｢N-Pier 例題集その３：データ作成例－３｣を参照してください。
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３.１.２ 編集 

計算モデルの各データを編集します。ここでは、「全体形状」で作成したモデルや、既存モデ

ルの修正を行います。 
 
次頁には、｢全体形状｣で作成したモデルを｢編集｣で修正した例を示します。この場合の具体的

修正法については｢N-Pier 例題集その４：複雑なモデルのデータ作成例｣を参照してください。 
 
「編集」ページを開くと、下図に示す各編集ボタンが表示されます。ここでは、計算モデルデ

ータの各編集機能について説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、ここで編集を行った場合は、画面左側の「床版条件」・「土質条件」・「杭条件」で入力し

た既存のデータは、モデルの変更と連動して自動的に修正されます。ただし、「荷重条件」は自

動的には修正されませんのでユーザーが修正してください。 
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｢全体形状｣による基本モデルの作成 

 
｢編集｣による基本モデルの修正 

(マウンドと仮想地表面形状の変更) 
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① 床版モデルの編集 
ここでは、床版モデルの梁データ（ノード・要素）の編集

を行います。 
以下に各編集項目について説明します。 
 
 
 

 
・[ 梁ノードの修正 ]  

床版モデルの梁ノードの座標値を修正するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示され、梁ノードの編集モードとなります。 

 
 
 
 
 

次に、座標を修正する梁ノードの位置をマウスでクリックします。下図のように、画面に

は、選択された梁ノードの番号と座標値が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、座標値を修正して「更新」ボタンを押すと、選択した梁ノードの座標値が変更さ

れます。また、変更後に「キャンセル」ボタンを押すと元の座標値に戻ります。 
この画面を閉じるまでは、梁ノードの編集モードとなっているので、他の梁ノードを続け

て修正する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

*) ここで、梁ノードや梁要素を修正した場合、その番号は、

自動的にリナンバーされます。 
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マウスでクリックした梁ノードが重複して

いる場合、画面には左図のように重複している

梁ノードの番号が画面下に表示されます。 
ここで、修正する梁ノード番号を入力してリ

ターンキーを押してください。 
選択した梁ノードの座標値が上に表示され

ます。座標値を修正して「更新」ボタンを押す

と、その梁ノードの座標値が変更されます。 
 
・[ 梁ノードの削除 ]  

床版モデルの梁ノードを削除するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、削除したい梁ノードの位置をマウスでクリックします。下図のように、画面には、

選択した梁ノードの番号が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「削除」ボタンを押すと、選択した梁ノードが削除されます。このとき、その梁

ノードを含む梁要素も自動的に削除されます。また、その梁ノードを杭頭とする杭も自動的

に削除されます。一度「削除」を実行するとキャンセルはできません。 
この画面を閉じるまでは、梁ノードの編集モードとなっているので、他の梁ノードを続け

て削除する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

マウスでクリックした梁ノードが重複している

場合、画面には左図のように重複している梁ノード

の番号が画面下に表示されます。 
ここで、削除する梁ノード番号を入力してリター

ンキーを押してください。選択した梁ノードの番号

が上に表示されます。「削除」ボタンを押すと、そ

の梁ノードが削除されます。 
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・[ 梁ノードの追加 ]  
床版モデルの梁ノードを追加するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、追加する梁ノードの位置をマウスでクリックします。下図のように、画面には、追

加する梁ノードの番号とクリックした位置での座標値が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、正確な座標値を入力して「追加」ボタンを押すと、新規に梁ノードが追加されま

す。また、追加後に「キャンセル」ボタンを押すと追加した梁ノードは削除されます。 
この画面を閉じるまでは、梁ノードの編集モードとなっているので、さらに梁ノードを追

加する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
・[ 梁要素の修正 ]  

床版モデルの梁要素を修正するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、修正する梁要素の位置をマウスでクリックします。 
次頁の図に示すように、画面には、選択した梁要素の番号とその構成ノードが表示されま

す。 
 
 
 
 



 

 24

 
 
 
 
 
 
 

ここで、I 端・Ｊ端の梁ノード番号を修正して「変更」ボタンを押すと、梁要素の構成ノ

ードが修正されます。また、変更後に「キャンセル」ボタンを押すと変更した梁要素を元に

戻します。 
この画面を閉じるまでは、梁要素の編集モードとなっているので、他の梁要素を続けて修

正する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
・[ 梁要素の削除 ]  

床版モデルの梁要素を削除するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、削除する梁要素の位置をマウスでクリックします。削除する梁要素が複数ある場合

は、続けてその要素をマウスでクリックしてください。一度選択した梁要素を解除する場合

は、マウスの右ボタンを押します。梁要素を選択すると下図のように、画面には、選択した

梁要素の番号が表示されます。複数選択した場合は、カンマ区切りで番号が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「削除」ボタンを押すと選択した梁要素が削除されます。一度「削除」を実行す

るとキャンセルはできません。 
この画面を閉じるまでは、梁要素の編集モードとなっているので、他の梁要素を続けて削

除する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 
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・[ 梁要素の追加 ]  
床版モデルの梁要素を追加するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、追加する梁要素を構成するＩ端（左端）・Ｊ端（右端）の梁ノードをマウスでクリ

ックします。下図のように、画面には、選択したＩ端・Ｊ端の梁ノードの番号が表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「追加」ボタンを押すとその梁要素が追加されます。また、追加後に「キャンセ

ル」ボタンを押すと追加した梁要素を削除します。 
この画面を閉じるまでは、梁要素の編集モードとなっているので、さらに梁要素を追加す

る場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
・ チェックボックスについて 

「梁の向き(Ｉ端→Ｊ端)」をチェックすると、梁要素のＩ端→Ｊ端

の向きを矢印で表示します。 
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② 杭モデルの編集 
ここでは、杭モデルの杭データの編集を行います。 
以下に各編集項目について説明します。 
 
 
 
 

・[ 杭の修正 ]  
杭モデルの杭データを修正するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示され、杭データの編集モードとなります。 

 
 
 
 
 

次に、修正する杭の位置をマウスでクリックします。下図のように、画面には、選択され

た杭の番号と各データ値（杭頭ノード、杭長、傾き、杭本数）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、データ値を修正して「更新」ボタンを押すと、選択した杭の各データ値が変更さ

れます。また、変更後に「キャンセル」ボタンを押すと元のデータ値に戻ります。 
この画面を閉じるまでは、杭データの編集モードとなっているので、他の杭を続けて修正

する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

マウスでクリックした位置で杭が重複してい

る場合は、画面には左図のように重複している杭

の番号が画面下に表示されます。 
ここで、修正する杭の番号を入力してリターン

キーを押してください。選択した杭のデータ値が

上に表示されます。データ値を修正して「更新」

ボタンを押すと、その杭のデータが変更されます。 
 

*) ここで、杭データを編集した場合、杭番号は、自

動的にリナンバーされます。 
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・[ 杭の削除 ] 
杭モデルの杭を削除するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、削除する杭の位置をマウスでクリックします。削除する杭が複数ある場合は、続け

てその杭をマウスでクリックしてください。一度選択した杭を解除する場合は、マウスの右

ボタンを押します。杭を選択すると下図のように、画面には、選択した杭の番号が表示され

ます。複数選択した場合は、カンマ区切りで番号が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「削除」ボタンを押すと選択した杭が削除されます。一度「削除」を実行すると

キャンセルはできません。 
この画面を閉じるまでは、杭データの編集モードとなっているので、他の杭を続けて削除

する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 
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・[ 杭の追加 ] 
杭モデルの杭を追加するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、追加する杭の各データ値を画面の表に入力します。 
下図（入力例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「追加」ボタンを押すと上図のように指定した杭が追加されます。また、追加後

に「キャンセル」ボタンを押すと追加した杭を削除します。 
この画面を閉じるまでは、杭データの編集モードとなっているので、さらに杭を追加する

場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
・チェックボックスについて 

[ 杭下端標高の表示 ] をチェックすると、杭の下端位置

に杭下端の標高を表示します。 
[ 杭下端水平座標の表示 ] をチェックすると、杭下端位

置に杭下端の水平座標値を表示します。 
[ 杭・梁の非表示 ] をチェックすると、杭と梁を画面上

で非表示にして、土層領域のみを表示します。 
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③ 土層モデルの編集 
ここでは、土層モデルの土層データの編集を行います。 
以下に各編集項目について説明します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（ 仮想地表面について ） 
 

 
仮想地表面の標高は、マウンド地表面の１／２

としています。なお、仮想地表面領域を修正する

ことによって仮想地表面の形状を変更することも

可能です。この時は、P.32 に示す｢領域の修正｣ 
において、左図に示す点線部(仮想地表面領域)を
修正してください。 

 
・[ 構成ノードの修正 ] 

土層モデルの土層領域を構成するノードの座標値を修正するときに、このボタンを押しま

す。ボタンを押すと下図の画面が表示され、土層構成ノードの編集モードとなります。 
 
 
 
 
 

次に、座標を修正する土層構成ノードの位置をマウスでクリックします。下図のように、

画面には、選択されたノードの番号と座標値が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

*) ここで、土層領域の構成ノードや領域を修正した場合、

その番号は、自動的にリナンバーされます。 

*) ここでは、海水・護岸・マウンドも土層領域として編

集対象になります。海水・護岸については、画面の表

示上だけで直接計算には使用しないので必須ではあり

ません。 

*) マウンド領域を設定する場合は、それに付随してマウンドの

仮想地表面を示す領域も設定してください。設定方法は、下

図を参照してください。これは、マウンドがある場合は必須

となります。 

 

＋＝

マウンド領域内に仮想地表面領域を

重ねて作成します。 
（点線：仮想地表面領域） 

マウンド領域 
仮想地表面領域 
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ここで、座標値を修正して「更新」ボタンを押すと、選択したノードの座標値が変更され

ます。また、変更後に「キャンセル」ボタンを押すと元の座標値に戻ります。 
この画面を閉じるまでは、土層構成ノードの編集モードとなっているので、他のノードを

続けて修正する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

マウスでクリックしたノードが重複してい

る場合は、画面には左図のように重複している

ノードの番号が画面下に表示されます。 
ここで、修正するノード番号を入力してリタ

ーンキーを押してください。 
選択したノードの座標値が上に表示されま

す。座標値を修正して「更新」ボタンを押すと、

そのノードの座標値が変更されます。 
 
・[ 構成ノードの削除 ] 

土層モデルの土層構成ノードを削除するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、削除したい土層構成ノードの位置をマウスでクリックします。下図のように、画面

には、選択したノードの番号が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「削除」ボタンを押すと、選択したノードが削除されます。このとき、そのノー

ドを含む土層領域も自動的に削除されます。一度「削除」を実行するとキャンセルはできま

せん。この時、削除された領域については、必要に応じて後述の「領域の追加」で再定義し

てください。 
この画面を閉じるまでは、土層構成ノードの編集モードとなっているので、他のノードを

続けて削除する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 
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マウスでクリックしたノードが重複している

場合は、画面には左図のように重複しているノー

ドの番号が画面下に表示されます。 
ここで、削除するノード番号を入力してリター

ンキーを押してください。選択したノード番号が

上に表示されます。「削除」ボタンを押すと、そ

のノードが削除されます。 
 
・[ 構成ノードの追加 ] 

土層モデルの土層構成ノードを追加するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

次に、追加するノードの位置をマウスでクリックします。下図のように、画面には、追加

するノードの番号とクリックした位置での座標値が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、正確な座標値を入力して「追加」ボタンを押すと、新規に構成ノードが追加され

ます。また、追加後に「キャンセル」ボタンを押すと追加したノードは削除されます。 
この画面を閉じるまでは、土層構成ノードの編集モードとなっているので、さらにノード

を追加する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
・[ 未使用ノード削除 ] 

土層モデルの土層領域を構成するノードに使用されていないノードを削除するときに、こ

のボタンを押します。ボタンを押すと下図の確認画面が表示されます。 
ここで、「はい」ボタンを押すと、未使用ノード

をすべて削除し、自動的にノード番号をリナンバ

ーします。 
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・[ 領域の修正 ] 
土層モデルの土層領域を修正するときに、このボタンを押します。なお、この修正の前に、

構成ノードの座標の修正、構成ノードの追加を行っておく必要があります。構成ノードの削

除は特に行う必要はありません。ボタンを押す

と左図の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

次に、修正する土層領域の位置をマウスでクリックします。下図のように、画面には、選

択した土層領域の番号と土層名・土質名、及びその構成ノードが表示されます。 
土層名には以下の６タイプがあるので、その

内１つを指定します。 
・海水 
・護岸 
・マウンド 
・マウンド（仮想地表面） 
・砂質土 
・粘性土 
 
 
 

ここで、必要に応じて土層名・土質名、構成ノードの値を修正して「変更」ボタンを押す

と、土層領域のデータ値が修正されます。また、変更後に「キャンセル」ボタンを押すと変

更した土層領域を元に戻します。 
この画面を閉じるまでは、土層領域の編集モードとなっているので、他の領域を続けて修

正する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

マウスでクリックした位置で領域が重複して

いる場合は、画面には左図のように重複してい

る領域の番号が画面下に表示されます。 
ここで、修正する領域番号を入力してリター

ンキーを押してください。選択した領域のデー

タが上に表示されます。データ値を修正して「変

更」ボタンを押すと、その領域が修正されます。 
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・[ 領域の削除 ] 
土層モデルの土層領域を削除するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 

次に、削除したい土層領域の位置をマウスでクリックします。下図のように、画面には、

選択した土層領域の番号が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここで、「削除」ボタンを押すと、選択した土層領域が削除されます。一度「削除」を実

行するとキャンセルはできません。 
この画面を閉じるまでは、土層領域の編集モードとなっているので、他の領域を続けて削

除する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

マウスでクリックした位置で領域が重複してい

る場合は、画面には左図のように重複している領

域の番号が画面下に表示されます。 
ここで、削除する領域番号を入力してリターン

キーを押してください。選択した領域の番号が上

に表示されます。「削除」ボタンを押すと、その領

域が削除されます。 
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・[ 領域の追加 ] 
土層モデルの土層領域を追加するときに、このボタンを押します。 
ボタンを押すと下図の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に、領域を構成するノードをマウスで反時計回りに指定（クリック）します。土層領域

の構成ノードは、予め作成しておく必要があります。画面には順番に指定したノード番号が

表示されます。構成ノードの指定を終了する場合は、最後に指定したノードを再度クリック

してください。また、一度指定したノードを解除するには、マウスの右ボタンを押してくだ

さい。押すたびに指定したノードが１つずつ削除されます。指定できる構成ノードの最大数

は２０までとなっています。 
構成ノードの指定が終了したら、土層名・土質名を入力して、「追加」ボタンを押してく

ださい。新たに土層領域が追加されます。追加後に「キャンセル」ボタンを押すと追加した

土層領域を削除します。 
この画面を閉じるまでは、土層領域の編集モードとなっているので、さらに土層領域を追

加する場合は、以上の操作を繰り返してください。 
「閉じる」ボタンでこの編集を終了します。 

 
・ チェックボックスについて 

「領域番号の表示」をチェックすると、各土層領域の領域番号を表

示します。 
「領域名」をチェックすると、各土層領域の土層名を表示します。 
 

なお、領域の修正、削除、追加を行うと、領域番号が変化します。３.３の土層条件の入

力において、表示された土層名にあわせて土質条件を入力してください。なお、この時の入

力順は、必ずしも標高順になっていない場合がありますから注意をしてください。 
 
 
 
 
 

１

２

３

４
上記土層領域の場合 
１→２→４→３ 
の順番で４点構成とする。

土層名には、任意の名称を入力してください。 
土質名には、ﾎﾞﾀﾝﾒﾆｭｰから該当する項目を選択して

入力してください。 
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３.２ 床版条件 
「床版条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、床版の梁の断面特性、梁

に関するデータを設定します。床版の配置は、予め「モデル作成」で行ってください。なお、こ

こでの梁番号は「モデル作成」で定義した梁番号に対応します。各梁の断面特性は、最初に梁断

面データを定義して、その番号を梁ごとに与えることによって定義します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊）上記画面の青枠内は、ここでの入力はできません。これらの値は「モデル作成」で設定し

たデータに対応します。変更は｢モデル作成｣で行います。 
＊）画面の入力表では、マウスの右ボタンで値の「切り取り・コピー・貼り付け・削除」がで

きます。また、「シフトキー＋矢印キー」で表中の領域を指定して、「切り取り・コピー・

貼り付け・削除」を行うこともできます（行コピー等が可能です）。 
 
 
 
床版断面特性の入力表で非線形条件欄をクリックすると以下の画面が表示されます。非線形梁

特性を設定する時に入力します。 
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３.３ 土質条件 
「土質条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、地盤の土質条件を設定し

ます。土層番号ごとにデータを入力してください。ここでの土層番号は「モデル作成」で定義し

た番号に対応します。 
 
(1)「基本条件」の地盤バネの計算方法で「港湾」による方法を選択した場合 

 
＊）δ（壁面摩擦角）を入力します。 
＊）土層１，２のαk は、水平方向地盤バネ計算用の N 値は５であるため、 

αk=5/18≒0.28 としています。 
＊）土層分割数は、分割後の層厚が 3m 程度となるよう適当に数を入力して下さい。 

 
(2)・「基本条件」の地盤バネの計算方法で「道示」による方法を選択した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊）αE0（土の補正した変形係数）を入力します。 
＊）上記画面の青枠内は、ここでの入力はできません。これらの値は「モデル作成」で設

定したデータに対応します。 
＊）土層領域のうち、海水・護岸については、計算では使用しないので、ここでの入力は

しません。なお、｢モデル作成｣で複雑な土層モデルを作成した時、土層名の表示順が

かならずしも標高順にならない場合があるので注意してください。 
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＊）画面の入力表では、マウスの右ボタンで値の「切り取り・コピー・貼り付け・削除」がで

きます。また、「シフトキー＋矢印キー」で表中の領域を指定して、「切り取り・コピー・

貼り付け・削除」を行うこともできます（行コピー等が可能です）。 
 
 
 
 
＜ 自動入力について ＞ 
・平均Ｎ値を入力してリターンキーを押すと、Ｃ、φ、αE0 の値が自動計算されます。 
 自動計算された値は、必要に応じて変更してください。なお、αE0 は「道示」の場合だ

け表示されます。また、「港湾」の時は壁面摩擦角δを入力してください。 
・αp、αk が空欄の場合は、土質名から基本条件で設定したデフォルト値が入力されます。 

 
＜ 土層分割数について ＞ 
・土層分割数は、各土層ごとの地盤バネ計算点の位置を指定します。地表面付近では計算点

の間隔が２～３ｍとなるようにして下さい。深い位置では４～５ｍでも構いません。分割数

の合計は 30 以下とします。 
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３.４ 杭条件 
「杭条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、杭の材料特性や要素分割な

どを設定します。杭番号ごとにデータを入力してください。ここでの杭番号は「モデル作成」で

定義した番号に対応します。最初に杭タイプを定義して、次に各杭の特性を定義します。 
腐食代を考慮する場合は、表右端の「腐食代」欄で指定してください。なお、腐食代の値は、

「基本条件の２.２杭の材料強度と腐蝕代」で設定します。 
 

 
＊） 杭タイプ数は杭数以下として、同じ杭断面の杭に対しては、同じ杭タイプ番号を与えま

す。上の例では、各杭のタイプ番号を変えました。分割数は分割長が杭径程度になる分割

数とします。（[杭タイプ数]≦[杭数]≦20、[分割数]≦99） 
＊）上記画面の青枠内は、ここでの入力はできません。これらの値は「モデル作成」で設定し

たデータに対応します。 
＊）杭名称は、ここでは杭タイプ No.に対応する名称と同じものにしましたが、違うものを入

力しても構いません。 
＊）また、各画面の入力表で、データ項目名の側に（▼）が表示されている場合は、既に入力

されているデータあるいはシステム内部で規定されているデータの中から選択すること

になります。選択するためには、入力欄をクリックして欄の右側に「 」を表示させ、

この「 」をクリックすると選択可能データがドロップダウンリストととして表示され

るので、その中から選択します。 
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＊）画面の入力表では、マウスの右ボタンで値の「切り取り・コピー・貼り付け・削除」がで

きます。また、「シフトキー＋矢印キー」で表中の領域を指定して、「切り取り・コピー・

貼り付け・削除」を行うこともできます（行コピー等が可能です）。 
 
 
 
 
 
「①杭タイプの入力」の「非線形特性」では、杭断面の変形特性（Ｍ～φ曲線）の非線形タイ

プ（0～4）を選択します。各タイプ番号は下記を意味します。 
０：線形モデル 
１：ＣＨＥＮモデル 
２：バイ・リニアモデル 
３：トリ・リニアモデル 
４：直接入力 

本例では、「２：バイ・リニアモデル」です。 
「4：直接入力」を選択した場合、以下の画面が表示されます。ここで、杭の非線形変形特性を

直接入力できます。「４：直接入力」を選択した場合は、必ずこの画面で非線形特性を入力して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「②杭データの入力」において、杭の軸方向のバネ特性は、

バイリニアの非線形として、バネ定数 Kv と押込みの最大値

Pcmax、引抜きの最大値 Ptmaxを入力します 
バネを線形とする時は、Pcmax、Ptmaxに十分大きな値を 

与えてください。 
なお、今回の Ver.3.00 からは、Kv、Pcmax、Ptmax の自動計算機能が追加されています。これ

らのデータを 0.0 として入力した場合、自動計算された値が用いられます。自動計算の結果は、

データの手入力にかかわらず、○○○.bane ファイルに出力されます（５.3 テキスト表示⑫参照）。

杭の極限支持力を計算するため、杭の先端閉塞率を入力して下さい。 
 

Kv 

Ptmax 

Pcmax 
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３.５ 荷重条件 
３.５.１ 計算タイプ：プッシュオーバー解析の場合 

 
「荷重条件」ボタンを押すと、L2 地震に対応したプッシュオーバー解析の時は以下の画面が

表示されます。ここで、荷重条件の設定を行います。なお、震度係数等は、「基本条件」の「荷

重ｽﾃｯﾌﾟ」で指定します。 
 
荷重名として入力するタイトル文字列は、全角文字を２、半角文字を１としてカウントして

30 以内になるように入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊）画面の入力表では、マウスの右ボタンで値の「切り取り・コピー・貼り付け・削除」がで

きます。また、「シフトキー＋矢印キー」で表中の領域を指定して、「切り取り・コピー・

貼り付け・削除」を行うこともできます（行コピー等が可能です）。 
 
 
 
 
３つある「荷重ﾃﾞｰﾀ入力」ボタンは各フェーズ No.に対応しています。ここで「荷重ﾃﾞｰﾀ入力」

ボタンを押すと次項の画面が表示されます。 
 
ここで各フェーズごとに荷重データの入力を行います。荷重データは、指定した荷重ステップ

間で、データの補間を行うため、データの総数や順番が各フェーズで一致している必要がありま

す。フェーズ０で入力したデータの並びが、フェーズ１、フェーズ２の荷重入力画面に表示され

ます。フェーズ１、フェーズ２では、荷重値以外は修正できません。 
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以下で説明する荷重データの入力画面では、表中のデータ入力欄で値のコピー・削除・貼り付

け等の操作ができます。また、領域でコピー等をする場合は「シフトキー＋矢印キー」で領域を

指定してから操作を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)「床版（集中荷重）」の入力 
ここでは、床版ノード（杭頭）に作用する集中荷重を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊）フェーズ０で入力したノード番号、及びその総数がフェーズ１・２に引き継がれます。ノ

ード番号はフェーズ０で指定してください。フェーズ１・２では、上記画面の「ﾉｰﾄﾞ No.」

欄は青枠となり、入力できなくなります。フェーズ１・２では、荷重値のみが入力可能で

す。フェーズ０での荷重がなければ、フェーズ０での荷重値欄をゼロとしてください。 

＊）他のフェーズで入力したデータをコピーしたい場合は、コピーフェーズ元 No.欄にコピー

元のフェーズ番号を入力して、「コピー」ボタンを押してください。 

 

マウス右ボタンで表示 

コピー 

削除 
貼り付け 

切り取り 
行挿入 

行削除 
行追加 
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(2)「床版（分布荷重）」の入力 
ここでは、床版に作用する分布荷重を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊）フェーズ０で入力したノード番号（NI,NJ）、及びその総数がフェーズ１・２に引き継がれ

ます。ノード番号（NI,NJ）はフェーズ０で指定してください。フェーズ１・２では、上

記画面の「NI」・「NJ」欄は青枠となり、入力できなくなります。フェーズ１・２では、荷

重値のみが入力可能です。フェーズ０での荷重がなければ、フェーズ０での荷重値欄をゼ

ロとしてください。 
＊）他のフェーズで入力したデータをコピーしたい場合は、コピーフェーズ元 No.欄にコピー

元のフェーズ番号を入力して、「コピー」ボタンを押してください。 
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(3)「杭（分布荷重・強制変位）」の入力 
ここでは、杭に作用する分布荷重、及び強制変位を入力します。なお、分布荷重は杭１本あた

りの荷重を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊）フェーズ０で入力した杭番号・タイプ、及びその総数がフェーズ１・２に引き継がれます。 

フェーズ１・２では、上記画面の「杭 No.」・「ﾀｲﾌﾟ」欄は青枠となり、入力できなくなり

ます。フェーズ１・２では、杭頭からの距離と荷重値のみが入力可能です。杭番号・タイ

プはフェーズ０で指定してください。このときフェーズ０での荷重が必要なければ、荷重

値欄はゼロを入力します。 

＊）他のフェーズで入力したデータをコピーしたい場合は、コピーフェーズ元 No.欄にコピー

元のフェーズ番号を入力して、「コピー」ボタンを押してください。 

＊）奥行き方向の杭本数を２本以上で入力している場合、ここで入力する荷重は１本当たりの

値で入力して下さい。 

 
なお、現時点では荷重タイプの２と４は無効です。 
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３.５.２ 計算タイプ：部分係数法の場合 

 
「荷重条件」ボタンを押すと、計算タイプが部分係数法の場合、先ず「施設タイプ」を次の３

種類から選択する必要があります。施設タイプにより標準的な部分係数が異なるからです。 
耐震強化施設(特定) 
耐震強化施設(標準) 
耐震強化施設以外 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
荷重ケースは、最大 20 ケースまで入力できます。各ケース(荷重 No)に付き、下記を入力しま

す。 
①荷重条件、②荷重の向き、③荷重条件タイトル、④荷重データ 
 
既に入力されている荷重条件全体の削除および途中に別状件を挿入する時は、③を参照して下

さい。 
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①荷重条件 
左記のドロップダウンリストボックスの中から、荷重の種

類を選びます。これと、前に選択した施設タイプの組み合わ

せに応じて、使用する部分係数が決定されます。 
部分係数の詳細は、解説書の３章を参照下さい。荷重その

ものに対する部分係数は考えていないので、これを考慮して

荷重の値はユーザーが決める必要があります。 
 

②荷重の向き 
左記のドロップダウンリストボックスの中から、荷重の向

きを選びます。これを用いて斜杭の水平地盤バネ定数の補正

を行います。 
 
 
 
③荷重条件タイトル 
荷重ケースに対応するタイトルを入力します。 

 
 
「設定」ボタンをクリックし、「閉じる」ボタンをクリックし、入力を終了します。 
（なお、その前に「④荷重データ」で、荷重データを設定しておく必要があります。） 
 
ある荷重 No.のデータ全体を削除する時は、その行をクリックし、削除ボタンでその行を削

除します。途中に新規に荷重を挿入(またはコピー)する場合は、挿入ボタンをクリックします。

この場合、荷重の値そのものは、「荷重データ入力」で行います。 
このボタンは、「荷重条件タイトル」だけの順に「コピー」、「切り取り」、「貼り付け」、「削

除」です。
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④荷重データ 
実際の荷重データは、画面右側の「no.荷重データ入力」ボタンを押して入力します。荷重 No.=

５の画面例を表示しますが、「設定」ボタンをクリックして入力値を設定し、入力が終了したら

「閉じる」ボタンをクリックします。 
 
３個のタブがあるので、データに応じてタブを選びます。各データの入力方法は、プッシュオ

ーバー解析時と同じです。 
 

(1)床版上の集中荷重入力画面 
 

 
 
 
 
 
 

(2)床版上の分布荷重入力画面 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3)杭上に作用する分布荷重・強制変位

入力画面 
現時点では荷重タイプの 2 と 4 は無

効です。 
奥行き方向の杭本数を２本以上とし

てしている場合でも、ここで入力する

荷重は１本当たりの値で入力します。

（(1)、(2)の床版上の荷重は、床版モデ

ルに対応する荷重を入力します。） 
は「荷重ケース No.」、   は、この荷重 No.の有効なデータ総数で、３タブ分

の合計数である。 
また、プッシュオーバー解析の時には、荷重ステップ間（荷重フェーズ 0,1,2 間）で、データ

の総数や順番が一致している必要がありましたが、部分係数法の場合は、各荷重 No.データに関

連性はありませんから、一致している必要はありません。 
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３.６ モデルデータの保存 

２．で設定されたデータ、3.1～3.５で設定されたモデルデータ（.prj ファイル）は、1.3.3 あ

るいは 1.3.4 で示した方法（ファイルメニュー：「上書き保存」または、「名前を付けて保存」）

で保存することができます。 
 
「入力データのケース名」で指定するファイル（.prj ファイル）には、部分係数法による解析

条件とプッシュオーバーによる解析条件を同時に保存します。すなわち、本プログラムでは１つ

のファイルで、２種類の解析ができるようになっています。 
 
モデル作成で設定されたデータ（.prj ファイル）をもとに計算実行用の入力データ（.inp ファ

イル）が２種類（○○○.inp および○○○_係数法.inp）作成されます。 
 

３.７ 計算用入力データの作成 
モデル作成で入力したデータ（.prj ファイル）をもとに計算プログラム用の入力データ（.inp

ファイル）を作成します。計算用入力データは計算実行時に読み込むデータファイルです。計算

を実行する場合は、必ずデータ作成を行ってください。また、データの修正を行った場合も、必

ず「データ作成」ボタンを押して計算用入力データを更新してください。 
 
現在のモデルに対して、初めてデータを作成したときは下記のように表示されます。 

 
 
 
 

部分係数法の場合         プッシュオーバー解析の場合 
 

すでに inp ファイルがある場合は、「データ作成」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。 
 
                          部分係数法の場合 
 
 
                          プッシュオーバー解析の時 
 
 
 
ここで、現在の inp ファイルに上書きする場合は、「はい」を選択してください。 
「いいえ」を選択した場合は、以下のケース設定画面が表示されます。 
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この画面で計算ケースの再設定を行ってください。ここで設定した作業フォルダに、新しいケ

ース名の prj ファイルと inp ファイルを作成します。 
 
以上の操作を行うと、計算用入力データを、「ケース名」＋「．inp」のファイル名で作業フォ

ルダ内に作成して、以下の確認画面を表示します。 
 
 
 
 

部分係数法の場合         プッシュオーバー解析の場合 
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３.８ 画面操作について 

表示画面のモデル図は、以下のツールボタンで拡大・縮小、移動、印刷等ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
基本メニューの「画面(W)」・「画面設定(S)」を選択すると以下の画面が表示されます。 
ここでは、印刷時の用紙サイズ・余白等の設定ができます。 
 
 
 
 
 
 
基本メニューの「画面(W)」・「印刷(P)」を選択すると以下の画面が表示されます。 
ここでは、プリンターの設定や印刷を実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本メニューの「画面(W)」・「クリップボードコピー(C)」を選択すると以下の画面が表示され

ます。コピーされるのは、画面中央で表示されている背景が白地の矩形部分です。 
 
 
 
 

自動ｽｹｰﾙ 
拡大 
縮小 印刷

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞにｺﾋﾟｰ 

画面の移動 数値を入力後、ﾘﾀｰﾝｷｰで再表示 
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４. 計算実行とデータの確認・修正 
 
基本メニューの「計算実行(A)」を選択すると画面左側の表示が以下のようになります。ここ

ではデータの確認・修正と計算の実行を行います。 
 
データの確認・修正は、画面の[オプション]枠で行います。データの修正は、「モデル作成(M)」

で作成したデータの内、荷重条件データを除くデータを更に修正する必要がある場合に行います。

荷重条件データを確認・修正したい時は、基本メニューの「モデル作成(M)」に直接戻って行い

ます（プッシュオーバー解析解析用の.inp ファイルを基本メニューの「ファイル(F)」＞「.inp
ファイルを開く(I)」で読み込んでいるときは、荷重条件データの確認・修正も可能です）。 

 
通常は、「モデル作成(M)」後ただちに計算を実行します。その時は、４.１、４.２は省略して 
４.３ 計算実行へ進んでください。 

 
 
なお、旧 N-Pier で作成したデータ（＊.inp）あるいは N-Pier Ver.3.00 のＬ２解析用（プッシ

ュオーバー解析用）に作成したデータ（＊.inp）を読み込み、それをそのまま、あるいは一部修

正してから計算することも可能です（１.３参照）。 
 
 



 

 51

 
 

４.１ データの確認・修正 
ファイル操作(１.３参照)の「inp ファイルを開く」で読み込んだ計算実行用入力データ（＊.inp）、

あるいは「モデル作成」で作成した計算実行用入力データ（＊.inp）を確認し必要に応じて修正

します。なお、ここで修正したデータは、基本メニューの「モデル作成」での入力値には反映さ

れないので注意してください。通常は、ここでの修正は必要ありません。 
「モデル作成」で作成したモデルの確認と、現在の「モデル作成」では対応できない特別なモ

デルに対する修正は、ここで行います。 
以下に各修正項目について説明します。なお、以下の各データの詳しい内容については、別添

の「N-Pier 計算理論マニュアル」の 4.インプットデータの作成方法を参照してください。 
 

４.１.１ 計算条件 
「計算条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、計算条件に関するデータ

の確認と修正をします。 
 
・[ 全体解析の条件 ] 

「全体解析の条件」タブを押すと以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 52

 
 
・[ 単杭解析の条件 ] 

「単杭解析の条件」タブを押すと以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４.１.２ 床版条件 
「床版条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、床版に関する梁データの

確認と修正をします。 
 
 
 
 
 
 
 
・[ 梁ノード入力 ] 

「梁ﾉｰﾄﾞ入力」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。必要に応じてデータ値を修正

してください。 
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・[ 梁物性入力 ] 
「梁物性入力」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。必要に応じてデータ値を修正

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記表中の非線形欄にカーソルを置くと、枠内にボタンが表示されます。そのボタンをク

リックすると以下の画面が表示されます。ここで床版の非線形特性を入力します。線形とす

る場合は、この画面の「ｸﾘｱｰ（線形）」ボタンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・[ 梁要素入力 ] 

「梁要素入力」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。必要に応じてデータ値を修正

してください。 
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４.１.３ 土質条件 
「土質条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、地盤に関するデータの確

認と修正をします。杭ごとにαp、αk が異なる時は、ここで修正します。なお、杭番号と土質

番号は一致しています。 
（港湾の場合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（道示の場合） 
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４.１.４ 杭条件 
「杭条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、杭に関するデータの確認と

修正をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

注）「②杭データの入力」で①杭の Ptmax は 979.3kN、Ptk は 962.0kN となっています。前

者は「事例集」の値を 3.4 で手入力したもの、後者は N-Pier で自動計算した結果です。Ptk
は「部分係数法による照査」を選んだ時、杭の支持力の照査で用いられます。「L2 地震動に

対するプッシュオーバー解析」では Ptmax が用いられ、Ptk は用いられません。 
本来、両者は一致すべきものです。どちらかに合わせるときはここで修正して下さい。

Ptmax は 3.4 でも修正できますが、Ptk は常に自動計算されるため、ここでしか修正がで

きません。Pck についても同様です。 
 
 
 
 
 



 

 56

 
４.１.５ 荷重条件 

「荷重条件」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、荷重に関するデータの確

認・修正を行います。このメニューが利用できるのは、1.3.5 で計算用入力データ（.inp ファイ

ル）を直接読み込んだ時のみです。通常使用する基本メニューの「モデル作成(M)」に続く操作

で「計算実行(R)＞オプション」の場合は、この「荷重条件」は表示されません。この場合の荷

重の確認・修正は基本メニューの「モデル作成(M)」まで戻って操作して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「荷重データ数」欄で表示されるボタンを押すと以下の画面が表示されます。ここでは、各荷

重項目について入力します。 
(1)梁の集中荷重 

 
 
 
 
 
 
 

(2)梁の分布荷重 
 
 
 
 
 
 

(3)杭の分布荷重・強制変位 
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４.１.６ データ更新 
修正したデータから新しい inp データを作成します。「ﾃﾞｰﾀ更新」ボタンを押すと左図の画面が

表示されます。現在の inp ファイルに上書き保存する場合は、「はい」を押します。 
 
 
 
 
 

名前を変えて保存する場合は、「いいえ」を押します。３．７で説明したケース設定と同様の画

面となります。また、保存をしない場合は、「キャンセル」を押してください。 
 
 

４.１.７ データ保存 
基本メニューの「ファイル(F)」＞「inp ファイルを開く(I)」から、このボタンを選んでいる

場合、データ確認・修正の最終操作は「データ更新」ではなく、「データ保存」となります 
現在の inp ファイルに上書き保存する場合は、「はい」を押します。 
 

 
 
 
 

名前を変えて保存する場合は、「いいえ」を押します。次の画面でファイル名を入力し保存します。 
 
 
 
                          元の.inp データファイル 
                          名前を変えた場合の.inp ファイル 
 
 
 

フォルダー変更はここで行います。 
保存の結果は次のように表示されます。 
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４.２ 計算実行  
「計算実行」ボタンを押すと、以下のように DOS 画面が表示され計算が実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画面は、計算が終了すると自動的に閉じられます。部分係数法による解析の場合は、荷重

条件数だけ、反復します。 
計算終了後、「計算ﾛｸﾞ表示」ボタンをクリックすると計算ログファイルを開きます。このリス

トで、計算が正常に終わっているかどうかを確認してください。 
ログファイルの例（プッシュオーバー解析の場合）を以下に示します。 
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プッシュオーバー解析の場合、計算終了の状態としては、次の３つのタイプがあります。 
 
１）ＮORMAL END 

指定した荷重ステップまで正常に計算を行った。構造物の終局強度は指定した荷重より

大きい可能性がある。 
２）ＮOT CONVERGENCE 

指定した荷重ステップに達する前に構造系が不安定となり、計算を終了した（上の例）。

構造物の終局強度は求められた。（収束条件については次節も参考に） 
３）その他 

 
１）、２）の場合は、一応正しい計算を行ったと考えられます。２）の場合の収束性について

は、次節も参照してください。 
 
３）の場合は、ユーザーの入力データ作成のミスか、プログラムのバグと考えられます。デー

タをチェックしても改善されない場合は、開発元へ連絡してください。 
また、３）で「END OF FILE」となった時、計算用入力データ（＊.inp）が作成されていな

い可能性があります。計算実行の前に、「モデル作成」-「データ作成」をクリックしてください。 
また、計算中に「ZERO DIVIDE」が出た時は、作成されたデータにエラーがあります。その

時は、「計算結果(A)」-「テキスト表示」で、○○○.out ファイルを見てください。そこには、

エラーが発生する直前までの情報が表示されています。その次の計算ステップでエラーが発生し

た可能性が高いので、それをチェックしてください。○○○.out ファイルの内容は、「N-Pier 計
算理論マニュアル」の 5.アウトプットの見方を参照してください。 

 
４.３ 収束条件の修正（プッシュオーバー解析時） 

 
本プログラムでは、プッシュオーバー解析時は非線形計算を行います。荷重（震度）が大きく

なり、杭体や地盤の塑性化が進み非線形性が強くなると、収束が難しくなり、計算が途中で止ま

ることがあります。このような時には、「基本条件」の「荷重ｽﾃｯﾌﾟ」で収束条件を変更します。 
最も簡単な方法は、許容の収束計算回数（デフォルトは５０）を増大させることです（例えば

８０など）。しかし、この方法だけではうまくいかないことも多いようです。 
次に簡単な方法は、荷重ステップ数を増大させて、震度のキザミを小さくすることです。しか

し、この方法にも限界があります。例えば、震度 0.60 で計算はうまくいき、震度 0.64 では収束

しなかったとします。震度のキザミを小さくすると、0.61、0.62、0.63 の計算は可能であり、

うまく答えが出るかもしれませんが、0.64 の結果は前と同じで出ません。 
このような時は、許容の収束誤差を変更する必要があります。どのように変更するかを以下に

具体例で示します。 
 
Sample.prj というデータで計算を行うと、５.３に示すような様々なファイルが作成されます。

ここでは、sample.out というファイルの一番最後を見てください。その例を、図-４.１に示しま



 

 60

す。 

この例では、水平方向（HORIZONT）と回転方向（ROTATION）の変位の収束性が悪く、

許容値（ALLOWA）の 0.01%に対して、計算値（CAL）が 0.01%以上となっています。このよ

うな時には水平と回転方向の許容値を 0.04 か 0.05 程度にしてください。このように収束条件を

ゆるめることによって、計算を続行することができます。なお、収束条件をあまりゆるくすると、

解の信頼性が低下するので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-４.1 sample.out の出力例と変数の説明 

 

 

LDCN= 22     ITER= 47     IBIT= 2    ( IBIT=0 ===> CONVERGE ) 

           ALLOWA(%)   CAL.(%)    OLD DISP    ADD DISP    NEW DISP 

   VERTICAL  0.030       0.016  -0.0063963   0.0000010  -0.0063952 

   HORIZONT  0.010       0.018  -0.0393731  -0.0000069  -0.0393801 

   ROTATION  0.010       0.040  -0.0009189  -0.0000004  -0.0009192 

0** SUB. SOLSOP ** 

 

 LDCN= 22     ITER= 48     IBIT= 2    ( IBIT=0 ===> CONVERGE ) 

           ALLOWA(%)   CAL.(%)    OLD DISP    ADD DISP    NEW DISP 

   VERTICAL  0.030       0.015  -0.0063952   0.0000010  -0.0063943 

   HORIZONT  0.010       0.017  -0.0393801  -0.0000067  -0.0393867 

   ROTATION  0.010       0.039  -0.0009192  -0.0000004  -0.0009196 

0** SUB. SOLSOP ** 

 

 LDCN= 22     ITER= 49     IBIT= 2    ( IBIT=0 ===> CONVERGE ) 

           ALLOWA(%)   CAL.(%)    OLD DISP    ADD DISP    NEW DISP 

   VERTICAL  0.030       0.015  -0.0063943   0.0000009  -0.0063933 

   HORIZONT  0.010       0.016  -0.0393867  -0.0000065  -0.0393932 

   ROTATION  0.010       0.037  -0.0009196  -0.0000003  -0.0009199 

0** SUB. SOLSOP ** 

 

 LDCN= 22     ITER= 50     IBIT= 2    ( IBIT=0 ===> CONVERGE ) 

           ALLOWA(%)   CAL.(%)    OLD DISP    ADD DISP    NEW DISP 

   VERTICAL  0.030       0.014  -0.0063933   0.0000009  -0.0063924 

   HORIZONT  0.010       0.016  -0.0393932  -0.0000062  -0.0393994 

   ROTATION  0.010       0.036  -0.0009199  -0.0000003  -0.0009203 

0 ***  ERROR  NOT CONVERGENCE  IN SUB.SOLSOP  ***  ITER = 51  NSTEP= 22 

 
LDCN ----------- 荷重条件番号 

ITER ----------- 収束計算の回数 

IBIT ----------- 収束の判定（=0 収束、>1 収束せず） 

ALLOWA --------- 許容誤差 

CAL ------------ 計算された誤差 CAL=（ADD DISP）／（OLD DISP）×100 

OLD DISP ------- 旧変位 

ADD DISP ------- 変位増分 

NEW DISP ------- 新変位（旧変位＋変位増分） 
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５. 計算結果 
 
基本メニューの「計算結果(A)」を選択すると画面左側の表示が以下の「   」ようになり

ます。ここでは、各計算結果を表示します。 
計算タイプが「部分係数法による杭の応力と支持力の照査(弾性解析)」の場合と、「レベル２

地震動に対するプッシュオーバー解析（弾塑性解析）」の場合で多少違います。 
 
「レベル２地震動に対するプッシュオーバー解析（弾塑性解析）」の場合 

 

 
「部分係数法による杭の応力と支持力の照査(弾性解析)」の場合 
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５.１ 図表示（Ｌ２検討時） 

 
５.１.１ Ｐ－δ曲線・Ｋｈ－δ曲線とイベント 

「Ｐ－δ曲線」ボタンを押すと、画面には荷重－水平変位関係のグラフが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき画面左側には、梁ﾉｰﾄﾞ番号の入力欄、 及び「ｽｹｰﾙ設定」、「杭ごと」、「ｽﾃｯﾌﾟごと」、

「Ｐ-δ,Ｋｈ-δ」の各ボタンが表示されます。梁ﾉｰﾄﾞ番号欄では、梁ノード番号を入力して表示

するノードが変更できます。 
 
「ｽｹｰﾙ設定」ボタンを押すと、スケール設定画面（下図）が表示されます。ここでは、P-δグ

ラフの目盛設定ができます。軸スケールは、デフォルトで自動設定となっているので必要に応じ

て変更してください。 
 
 
 
 
 
 
 

ここで表示された図は、 によってプリンターに出力することができます。また、 によっ

て Word 等へ張付けることも可能です。 
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また、「Ｋｈ－δ曲線」ボタンを押すと、画面には設計震度－水平変位関係のグラフが表示さ

れます。変位は指定したノード（通常は１）の水平変位を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき画面左側には、梁ﾉｰﾄﾞ番号の入力欄、 及び「ｽｹｰﾙ設定」、「杭ごと」、「ｽﾃｯﾌﾟごと」、

「Ｐ-δ, Ｋｈ-δ」の各ボタンが表示されます。梁ﾉｰﾄﾞ番号欄では、梁ノード番号を入力して表

示するノードが変更できます。 
 
「ｽｹｰﾙ設定」ボタンを押すと、スケール設定画面（下図）が表示されます。ここでは、Ｋｈ-

δグラフの目盛設定ができます。軸スケールは、デフォルトで自動設定となっているので必要に

応じて変更してください。 
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〔 杭のイベント情報 〕---- 杭ごとに表示 
 
ｽﾃｯﾌﾟ総数 --- 39 
    杭総数 ---  4 
 
 < ｲﾍﾞﾝﾄ情報 > 
 
 最初に降伏した杭 --------------------------------- No. 3 ( Step= 26,設計震度= 0.500,水平力(kN)= -1007.5 )
 最初に塑性ヒンジが発生した杭 --------------------- No. 3 ( Step= 32,設計震度= 0.620,水平力(kN)= -1249.3 )
 すべての杭が降伏したステップ --------------------- Step= 37,設計震度= 0.720,水平力(kN)= -1450.8 
 すべての杭に塑性ヒンジが発生したステップ --------- Step=  0,設計震度= 0.000,水平力(kN)=     0.0 
 
 杭 No. 1 
  ( Step=  1,設計震度= 0.000,水平力(kN)=     0.0 ) ---  
  ( Step=  2,設計震度= 0.020,水平力(kN)=   -40.3 ) --- 
      ～ 
  ( Step= 36,設計震度= 0.700,水平力(kN)= -1410.5 ) ---  
  ( Step= 37,設計震度= 0.720,水平力(kN)= -1450.8 ) --- 杭頭で降伏 
  ( Step= 38,設計震度= 0.740,水平力(kN)= -1491.1 ) ---  
  ( Step= 39,設計震度= 0.760,水平力(kN)= -1531.4 ) --- 地中部で降伏 
 

イベント情報 

次に、イベント表示で、「杭ごと」ボタンを押すと杭ごとに集計されたイベント情報をテキス

ト表示します。また、「ｽﾃｯﾌﾟごと」ボタンを押すとステップごとに集計されたイベント情報をテ

キスト表示します。 
また、数値表示の「Ｐ-δ, Ｋｈ-δ」ボタンを押すとＰ, Ｋｈ-δの数値をテキスト表示します。 
 
以下に、イベント情報の表示例を示します。 
 
・「杭ごと」ボタンで表示されるイベント情報のサンプル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ｽﾃｯﾌﾟごと」ボタンで表示されるイベント情報のサンプル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 これらの表示は、ユーザーが指定したエディターによって行われます。エディターの機能を

用いてこれらを印刷あるいは編集することも可能です。なお、エディターの指定はメインメニュ

ーの｢環境設定｣で行います。このエディターのデフォルトは、Notepad です。 

〔 杭のイベント情報 〕---- ステップごとに表示 
 
ｽﾃｯﾌﾟ総数 --- 39 
    杭総数 ---  4 
 
 < ｲﾍﾞﾝﾄ情報 > 
 
 最初に降伏した杭 --------------------------------- No. 3 ( Step= 26,設計震度= 0.500,水平力(kN)= -1007.5 )
 最初に塑性ヒンジが発生した杭 --------------------- No. 3 ( Step= 32,設計震度= 0.620,水平力(kN)= -1249.3 )
 すべての杭が降伏したステップ --------------------- Step= 37,設計震度= 0.720,水平力(kN)= -1450.8 
 すべての杭に塑性ヒンジが発生したステップ --------- Step=  0,設計震度= 0.000,水平力(kN)=     0.0 
 
 ｽﾃｯﾌﾟ No. 1,設計震度= 0.000,水平力(kN)=     0.0   降伏した杭(本)=  0   塑性化した杭(本)=  0 
  ( PileNo.  1 ) ---  
  ( PileNo.  2 ) ---  
  ( PileNo.  3 ) ---  
  ( PileNo.  4 ) --- 
    ～ 
ｽﾃｯﾌﾟ No.39,設計震度= 0.760,水平力(kN)= -1531.4   降伏した杭(本)=  4   塑性化した杭(本)=  2 
  ( PileNo.  1 ) --- 地中部で降伏 
  ( PileNo.  2 ) ---  
  ( PileNo.  3 ) --- 押し込み限界 
  ( PileNo.  4 ) --- 
 

イベント情報 
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・「Ｐ-δ, Ｋｈ-δ」ボタンで表示されるリストのサンプル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水平変位 震度  水平力 
 
 
 
 
 
 
 

〔 荷重,設計震度-水平変位曲線：データ値 〕
 
 ｽﾃｯﾌﾟ総数 --- 39 ＜梁ﾉｰﾄﾞ番号 --- 1＞ 

 

 Step    δ(mm)  設計震度    Ｐ(kN) 

    1     -0.01     0.000      0.00 

    2     -3.07     0.020    -40.30 

    3     -6.14     0.040    -80.60 

    4     -9.21     0.060   -120.90 

    5    -12.27     0.080   -161.20 

    6    -15.34     0.100   -201.50 

    7    -18.42     0.120   -241.80 

    8    -21.51     0.140   -282.10 

    9    -24.61     0.160   -322.40 

   10    -27.70     0.180   -362.70 

   11    -30.79     0.200   -403.00 

   12    -33.89     0.220   -443.30 

   13    -36.98     0.240   -483.60 

   14    -40.08     0.260   -523.90 

   15    -43.19     0.280   -564.20 

   16    -46.31     0.300   -604.50 

   17    -49.43     0.320   -644.80 

   18    -52.55     0.340   -685.10 

   19    -55.69     0.360   -725.40 

   20    -58.83     0.380   -765.70 

   21    -61.98     0.400   -806.00 

   22    -65.13     0.420   -846.30 

   23    -68.29     0.440   -886.60 

   24    -71.45     0.460   -926.90 

   25    -74.62     0.480   -967.20 

   26    -77.80     0.500  -1007.50 

   27    -80.97     0.520  -1047.80 

   28    -84.15     0.540  -1088.10 

   29    -91.52     0.560  -1128.40 

   30    -99.78     0.580  -1168.70 

   31   -108.10     0.600  -1209.00 

   32   -116.55     0.620  -1249.30 

   33   -128.89     0.640  -1289.60 

   34   -142.10     0.660  -1329.90 

   35   -155.57     0.680  -1370.20 

   36   -169.01     0.700  -1410.50 

   37   -182.71     0.720  -1450.80 

   38   -198.25     0.740  -1491.10 

39 -218 93 0 760 -1531 40
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５.１.２ 杭状態図 
「杭状態図」ボタンを押すと、画面には指定された荷重ステップで、杭の変位・軸力・曲げモ

ーメント・せん断力・応力比の各グラフが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき、画面左側には、荷重ｽﾃｯﾌﾟ、杭番号の入力欄、及び「ｽｹｰﾙ設定」、「変位・断面力」

の各ボタンが表示されます。荷重ｽﾃｯﾌﾟ欄では、ステップ番号を入力して表示ステップが変更で

きます。また、杭番号欄では、杭番号を入力して表示する杭の変更ができます。 
（上図は、荷重ステップ番号の３２ステップを表示した例） 
 
「ｽｹｰﾙ設定」ボタンを押すと、スケール設定画面（下図）が表示されます。ここでは、各グラ

フの目盛設定ができます。軸スケールは、デフォルトで自動設定となっているので必要に応じて

変更します。なお、部材断面力の定義は下図の通りであり、軸力の＋は圧縮を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「変位・断面力」ボタンを押すと表示グラフの各プロット数値をテキストで表示します。 

N+ 

S+ 

M+ 
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以下に表示例を示します。 
 
・「変位・断面力」ボタンで表示されるリストのサンプル 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     杭頭からの  水平変位    軸力    曲げ   せん断力  応力比 
     距離                  モーメント 
 
 
 
 
 

〔 杭状態図：データ値 〕 

 

 ｽﾃｯﾌﾟ番号 --- 32 

    杭番号 ---  1 

 

  No.   N1   N2   Z1(m)   Z2(m) Disp1(mm) Disp2(mm) Axil1(kN) Axil2(kN) Mo1(kNm) Mo2(kNm)  Sh1(kN)  Sh2(kN)     UC1    UC2 

    1    1    2    0.00    0.60    116.60    116.30    -36.10    -36.10  -322.10  -300.40    36.20    36.20    0.57   0.54 

    2    2    3    0.60    1.20    116.30    115.20    -36.10    -36.10  -300.40  -278.60    36.20    36.20    0.54   0.50 

    3    3    4    1.20    1.80    115.20    113.40    -36.10    -36.10  -278.60  -256.90    36.20    36.20    0.50   0.46 

    4    4    5    1.80    2.40    113.40    111.00    -36.10    -36.10  -256.90  -235.10    36.20    36.20    0.46   0.42 

    5    5    6    2.40    3.00    111.00    108.00    -36.10    -36.10  -235.10  -213.40    36.20    36.20    0.42   0.38 

    6    6    7    3.00    3.00    108.00    108.00    -36.10    -36.10  -213.40  -213.40    36.20    36.20    0.38   0.41 

    7    7    8    3.00    3.55    108.00    104.80    -36.10    -36.10  -213.40  -193.60    36.20    36.20    0.41   0.37 

    8    8    9    3.55    4.09    104.80    101.20    -36.10    -36.10  -193.60  -173.90    36.20    36.20    0.37   0.33 

    9    9   10    4.09    4.63    101.20     97.20    -36.10    -36.10  -173.90  -154.10    36.20    36.20    0.33   0.29 

   10   10   11    4.63    5.18     97.20     92.90    -36.10    -36.10  -154.10  -134.40    36.20    36.20    0.29   0.26 

   11   11   12    5.18    5.72     92.90     88.30    -36.10    -36.10  -134.40  -114.60    36.20    36.20    0.26   0.22 

   12   12   13    5.72    6.27     88.30     83.50    -36.10    -36.10  -114.60   -94.90    36.20    36.20    0.22   0.19 

   13   13   14    6.27    6.82     83.50     78.40    -36.10    -36.10   -94.90   -75.10    36.20    36.20    0.19   0.15 

   14   14   15    6.82    7.36     78.40     73.20    -36.10    -36.10   -75.10   -55.30    36.20    36.20    0.15   0.11 

   15   15   16    7.36    7.90     73.20     67.90    -36.10    -36.10   -55.30   -35.60    36.20    36.20    0.11   0.08 

   16   16   17    7.90    8.45     67.90     62.50    -36.10    -36.10   -35.60   -15.80    36.20    36.20    0.08   0.04 

   17   17   18    8.45    8.99     62.50     57.00    -36.10    -36.10   -15.80     3.90    36.20    36.20    0.04   0.02 

   18   18   19    8.99    9.54     57.00     51.60    -36.10    -36.10     3.90    23.70    36.20    36.20    0.02   0.05 

   19   19   20    9.54   10.09     51.60     46.20    -36.10    -36.10    23.70    43.40    36.20    36.20    0.05   0.09 

   20   20   21   10.09   10.63     46.20     40.90    -36.10    -36.10    43.40    63.20    36.20    36.20    0.09   0.13 

   21   21   22   10.63   11.18     40.90     35.80    -36.10    -36.10    63.20    82.90    36.20    36.20    0.13   0.16 

   22   22   23   11.18   11.72     35.80     30.80    -36.10    -36.10    82.90   102.70    36.20    36.20    0.16   0.20 

   23   23   24   11.72   12.26     30.80     26.00    -36.10    -36.10   102.70   122.50    36.20    36.20    0.20   0.24 

   24   24   25   12.26   12.81     26.00     21.50    -36.10    -36.10   122.50   142.20    36.20    36.20    0.24   0.27 

   25   25   26   12.81   13.35     21.50     17.30    -36.10    -36.10   142.20   162.00    36.20    36.20    0.27   0.31 

   26   26   27   13.35   13.90     17.30     13.50    -36.10    -36.10   162.00   181.70    36.20    36.20    0.31   0.35 

   27   27   28   13.90   13.90     13.50     13.50    -36.10    -36.10   181.70   181.70    36.20    36.20    0.35   0.39 

   28   28   29   13.90   14.58     13.50      9.30    -36.10    -36.10   181.70   202.70    36.20    26.30    0.39   0.44 

   29   29   30   14.58   15.25      9.30      6.00    -36.10    -36.10   202.70   209.60    26.30    -3.50    0.44   0.45 

   30   30   31   15.25   15.93      6.00      3.30    -36.10    -36.10   209.60   196.80    -3.50   -31.60    0.45   0.43 

   31   31   32   15.93   16.60      3.30      1.50    -36.10    -36.10   196.80   169.90   -31.60   -46.00    0.43   0.37 

   32   32   33   16.60   17.28      1.50      0.20    -36.10    -36.10   169.90   136.70   -46.00   -50.90    0.37   0.30 

   33   33   34   17.28   17.28      0.20      0.20    -36.10    -36.10   136.70   136.70   -50.90   -50.90    0.30   0.30 

   34   34   35   17.28   17.50      0.20      0.00    -36.10    -36.10   136.70   125.50   -50.90   -51.10    0.30   0.28 

   35   35   36   17.50   17.50      0.00      0.00    -36.10    -36.10   125.50   125.50   -51.10   -51.10    0.28   0.28 

   36   36   37   17.50   18.02      0.00     -0.50    -36.10    -36.10   125.50    99.10   -51.10   -48.80    0.28   0.22 

   37   37   38   18.02   18.55     -0.50     -0.80    -36.10    -36.10    99.10    74.70   -48.80   -43.80    0.22   0.17 

   38   38   39   18.55   19.07     -0.80     -0.90    -36.10    -36.10    74.70    53.30   -43.80   -37.50    0.17   0.12 

   39   39   40   19.07   19.60     -0.90     -0.80    -36.10    -36.10    53.30    35.30   -37.50   -31.20    0.12   0.09 

   40   40   41   19.60   19.60     -0.80     -0.80    -36.10    -36.10    35.30    35.30   -31.20   -31.20    0.09   0.09 

   41   41   42   19.60   20.20     -0.80     -0.70    -36.10    -36.10    35.30    18.60   -31.20   -24.70    0.09   0.05 

   42   42   43   20.20   20.80     -0.70     -0.50    -36.10    -36.10    18.60     5.30   -24.70   -19.80    0.05   0.02 

   43   43   44   20.80   20.80     -0.50     -0.50    -36.10    -36.10     5.30     5.30   -19.80   -19.80    0.02   0.02 

   44   44   45   20.80   21.35     -0.50     -0.30    -36.10    -36.10     5.30    -1.00   -19.80    -4.60    0.02   0.01 

   45   45   46   21.35   21.90     -0.30     -0.10    -36.10    -36.10    -1.00    -1.30    -4.60     2.30    0.01   0.01 

   46   46   47   21.90   21.90     -0.10     -0.10    -36.10    -36.10    -1.30    -1.30     2.30     2.30    0.01   0.01 

   47   47   48   21.90   22.50     -0.10      0.10    -36.10    -36.10    -1.30     0.00     2.30     0.00    0.01   0.01 
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５.１.３ 床版状態図 
「床版状態図」ボタンを押すと、画面には指定された荷重ステップで床版の変位・軸力・曲げ

モーメント・せん断力の各グラフが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき、画面左側には、荷重ｽﾃｯﾌﾟ、列番号の入力欄、及び「ｽｹｰﾙ設定」、「変位・断面力」

の各ボタンが表示されます。荷重ｽﾃｯﾌﾟ欄では、ステップ番号を入力して表示ステップが変更で

きます（上図は、荷重ステップ番号の３２ステップを表示した例）。 
 
「ｽｹｰﾙ設定」ボタンを押すと、スケール設定画面（下図）が表示されます。ここでは、各グラ

フの目盛設定ができます。軸スケールは、デフォルトで自動設定となっているので必要に応じて

変更します。なお、部材断面力の定義は下図の通りであり、軸力の＋は圧縮を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
「変位・断面力」ボタンを押すと表示グラフの各プロット数値をテキストで表示します。 

N+ 

S+ 

M+ 
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以下に表示例を示します。 
 
・「変位・断面力」ボタンで表示されるリストのサンプル 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
〔 床版状態図：データ値 〕 

 
 ｽﾃｯﾌﾟ番号 --- 32 
 
No  N1 N2 Row X1(m) X2(m) Disp1(mm) Disp2(mm) Axil1(kN) Axil2(kN) Moment1(kNm) Moment2(kNm) Shear1(kN)   Shear2(kN)
  1  1  2  1  0.00  1.50      -0.17     -0.29      0.00     0.00         0.00      -174.40       0.00      -232.50
  2  2  3  1  1.50  6.50      -0.29      0.31    348.20   348.20       176.80     -3103.70    -268.60     -1043.60
  3  3  4  1  6.50 11.50       0.31      4.46   -333.10  -333.10      -917.40      -602.40     450.50      -324.50
  4  4  5  1 11.50 13.00       4.46      5.91      0.00     0.00      -174.40         0.00     232.50         0.00
 

変位 軸力 曲げﾓｰﾒﾝﾄ せん断力座標値ﾉｰﾄﾞ 列番号 
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５.２ 図表示（部分係数法） 
５.２.１ 荷重No.－Ｐ曲線・荷重No.－δ曲線とイベント 

「荷重 No.－Ｐ」ボタンを押すと、画面には荷重 No.－水平力関係のグラフが表示されます。

水平力は作用水平力の合計を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき画面左側には、梁ﾉｰﾄﾞ番号の入力欄、 及び「ｽｹｰﾙ設定」、「杭ごと」、「荷重ごと」、

「Ｐ,δ」の各ボタンが表示されます。梁ﾉｰﾄﾞ番号欄では、梁ノード番号を入力して水平変位を

表示するノードが変更できます。 
「ｽｹｰﾙ設定」ボタンを押すと、スケール設定画面（下図）が表示されます。ここでは、荷重

No.－P グラフの目盛設定ができます。軸スケールは、デフォルトで自動設定となっているので

必要に応じて変更します。 
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「荷重 No.－δ」ボタンを押すと、画面には荷重 No.－変位関係のグラフが表示されます。変

位は指定したノード（通常は１）の水平変位を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このとき画面左側には、梁ﾉｰﾄﾞ番号の入力欄、 及び「ｽｹｰﾙ設定」、「杭ごと」、「荷重ごと」、

「Ｐ,δ」の各ボタンが表示されます。梁ﾉｰﾄﾞ番号欄では、梁ノード番号を入力して水平変位を

表示するノードが変更できます。 
「ｽｹｰﾙ設定」ボタンを押すと、スケール設定画面（下図）が表示されます。ここでは、荷重

No.－δグラフの目盛設定ができます。軸スケールは、デフォルトで自動設定となっているので

必要に応じて変更します。 
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「杭ごと」ボタンを押すと杭ごとに集計されたイベント情報（照査結果）をテキスト表示しま

す。「荷重ごと」ボタンを押すと荷重 No.ごとに集計されたイベント情報（照査結果）をテキス

ト表示します。 
「Ｐ,δ」ボタンを押すとＰ, Ｋｈ-δの数値をテキスト表示します。 
 
「杭ごと」イベント情報（照査結果）の表示例を示します。照査方法の詳細については、「N-Pier

解説書 3.部分係数法による照査」を参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応力度比の最大値  設計用軸力  設計用軸方向抵抗  耐力作用比 
 
「荷重ごと」イベント情報（照査結果）の表示例を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 杭のイベント情報 〕---- 杭ごとに表示 

   荷重総数 ---  5 

     杭総数 ---  4 

 < 照査結果 > 

                         杭体の応力照査                      杭の支持力の照査 

  杭 No. 1             UCmax    発生位置(m)         Pd(kN)        Rud(kN)         Rud/Pd   判定 

    荷重 No. 1           0.23           13.9           524           1807           3.45     OK 

    荷重 No. 2           0.28            0.0           465           1807           3.88     OK 

    荷重 No. 3           0.26           13.9           480           1807           3.77     OK 

    荷重 No. 4           0.28            0.0           311           2982           9.60     OK 

    荷重 No. 5           0.34            0.0           491           2982           6.07     OK 

 

      （杭 No. 2、3 は省略） 

 

                         杭体の応力照査                      杭の支持力の照査 

  杭 No. 4             UCmax    発生位置(m)         Pd(kN)        Rud(kN)         Rud/Pd   判定 

    荷重 No. 1           0.40           11.4          1004           1875           1.87     OK 

    荷重 No. 2           0.49           11.4          1065           1875           1.76     OK 

    荷重 No. 3           0.47           11.4          1050           1875           1.79     OK 

    荷重 No. 4           0.45           11.4           835           3094           3.70     OK 

    荷重 No. 5           0.47            0.0           646           3094           4.78     OK 

〔 杭のイベント情報 〕---- 荷重ごとに表示 

 

   荷重総数 ---  5 

     杭総数 ---  4 

 < 照査結果 > 

                         杭体の応力照査                      杭の支持力の照査 

 荷重 No. 1             UCmax    発生位置(m)         Pd(kN)        Rud(kN)         Rud/Pd   判定 

      杭 No. 1           0.23           13.9           524           1807           3.45     OK 

      杭 No. 2           0.17            3.0           749           2859           3.82     OK 

      杭 No. 3           0.19           12.3           796           2907           3.65     OK 

      杭 No. 4           0.40           11.4          1004           1875           1.87     OK 

 

      （杭 No. 2、3 は省略） 

 

                         杭体の応力照査                      杭の支持力の照査 

 荷重 No. 5             UCmax    発生位置(m)         Pd(kN)        Rud(kN)         Rud/Pd   判定 

      杭 No. 1           0.34            0.0           491           2982           6.07     OK 

      杭 No. 2           0.55            0.0          1629           4717           2.90     OK 

      杭 No. 3           0.37            0.0          -463            810           1.75     OK 

      杭 No. 4           0.47            0.0           646           3094           4.78     OK 

(+:圧縮、-:引張) 
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「Ｐ,δ」数値表示例を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水平変位     水平力の合計 
 

５.２.２ 杭状態図 
杭４の荷重 No.１、3、5 の場合の杭状態図を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動スケールだと、荷重 No.によって目盛り

がかわるので、荷重条件によらず同じスケールと

する時は、「スケール設定」ボタンをクリックし

て、右画面を表示させ、自動のチェックマークを

はずします。 
 

〔 杭のイベント情報 〕---- 荷重ごとに表示 

 

〔 荷重,設計震度-水平変位曲線：データ値 〕 

 

  荷重総数 ---  5 ＜梁ﾉｰﾄﾞ番号 --- 3＞ 

 

荷重 No.  δ(mm)  設計震度    Ｐ(kN) 

    1     -0.81     0.000      0.00 

    2    -25.00     0.000   -307.80 

    3    -18.96     0.000   -230.90 

    4    -37.10     0.000   -468.00 

    5     35.84     0.000    468.00 
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５.２.３ 床版状態図 

                                                                        CASE-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                        CASE-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                        CASE-3 
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                                                                        CASE-4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                        CASE-5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動スケールだと、荷重 No.によって目盛りがか

わるので、荷重条件によらず同じスケールとする時

は、「スケール設定」ボタンをクリックして、右画

面を表示させ、自動のチェックマークをはずします。 
 
 
 
 
 

また、床版状態図では、変位・軸力などの値は両端ノードの値を杭と違って、直線で表示する。 
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「変位・断面力」ボタンを押すと表示グラフの各プロット数値をテキストで表示します。 
以下に表示例を示します。 
 
・「変位・断面力」ボタンで表示されるリストのサンプル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 床版梁状態図：データ値 〕 

 

   荷重 No. ---  1 

  No.   N1   N2  Row   X1(m)   X2(m)    Disp1(mm)    Disp2(mm)    Axil1(kN)    Axil2(kN) Moment1(kNm) Moment2(kNm)   Shear1(kN)   Shear2(kN) 

    1    1    2    1    0.00    1.50         4.26         4.23         0.00         0.00         0.00      -230.60         0.00      -307.50 

    2    2    3    1    1.50    6.50         4.23         4.67        -0.30        -0.30      -228.00     -1709.80       216.10      -808.90 

    3    3    4    1    6.50   11.50         4.67         8.05        -3.10        -3.10     -1779.70      -773.80       713.70      -311.30 

    4    4    5    1   11.50   13.00         8.05         9.47         0.00         0.00      -808.70         0.00       692.90       385.40 

 

 

   荷重 No. ---  2 

  No.   N1   N2  Row   X1(m)   X2(m)    Disp1(mm)    Disp2(mm)    Axil1(kN)    Axil2(kN) Moment1(kNm) Moment2(kNm)   Shear1(kN)   Shear2(kN) 

    1    1    2    1    0.00    1.50         3.67         3.76       307.80       307.80         0.00      -230.60         0.00      -307.50 

    2    2    3    1    1.50    6.50         3.76         4.67       300.70       300.70      -161.30     -1934.50       157.90      -867.10 

    3    3    4    1    6.50   11.50         4.67         8.53         7.50         7.50     -1566.80      -864.30       653.00      -372.00 

    4    4    5    1   11.50   13.00         8.53        10.09         0.00         0.00      -808.70         0.00       692.90       385.40 

 

 

   荷重 No. ---  3 

  No.   N1   N2  Row   X1(m)   X2(m)    Disp1(mm)    Disp2(mm)    Axil1(kN)    Axil2(kN) Moment1(kNm) Moment2(kNm)   Shear1(kN)   Shear2(kN) 

    1    1    2    1    0.00    1.50         3.82         3.88       230.90       230.90         0.00      -230.60         0.00      -307.50 

    2    2    3    1    1.50    6.50         3.88         4.67       225.50       225.50      -178.00     -1878.50       172.40      -852.60 

    3    3    4    1    6.50   11.50         4.67         8.41         4.90         4.90     -1619.90      -841.70       668.10      -356.90 

    4    4    5    1   11.50   13.00         8.41         9.94         0.00         0.00      -808.70         0.00       692.90       385.40 

 

 

   荷重 No. ---  4 

  No.   N1   N2  Row   X1(m)   X2(m)    Disp1(mm)    Disp2(mm)    Axil1(kN)    Axil2(kN) Moment1(kNm) Moment2(kNm)   Shear1(kN)   Shear2(kN) 

    1    1    2    1    0.00    1.50         2.35         2.51         0.00         0.00         0.00      -174.40         0.00      -232.50 

    2    2    3    1    1.50    6.50         2.51         3.51       106.10       106.10       -69.50     -1615.80        78.20      -696.80 

    3    3    4    1    6.50   11.50         3.51         6.69      -102.60      -102.60      -987.80      -698.50       445.40      -329.60 

    4    4    5    1   11.50   13.00         6.69         7.93         0.00         0.00      -583.70         0.00       505.40       272.90 

 

 

   荷重 No. ---  5 

  No.   N1   N2  Row   X1(m)   X2(m)    Disp1(mm)    Disp2(mm)    Axil1(kN)    Axil2(kN) Moment1(kNm) Moment2(kNm)   Shear1(kN)   Shear2(kN) 

    1    1    2    1    0.00    1.50         4.20         3.97         0.00         0.00         0.00      -174.40         0.00      -232.50 

    2    2    3    1    1.50    6.50         3.97         3.52      -106.60      -106.60      -274.40      -918.10       258.80      -516.20 

    3    3    4    1    6.50   11.50         3.52         5.18        98.10        98.10     -1650.60      -418.60       633.90      -141.10 

    4    4    5    1   11.50   13.00         5.18         5.98         0.00         0.00      -583.70         0.00       505.40       272.90 
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５.３ テキスト表示 

 
計算を実行して出力された各計算結果ファイルをテキスト表示します。①～⑪の各ファイルの内

容については、別添の「N-Pier 計算理論マニュアル」の 5.アウトプットの見方を参照してくだ

さい。⑫については、次ページに例を示します。 

 
以下のプルダウンメニューから表示するファイルを選択してください。 
 

 
 
このとき使用するテキストエディターは、メインメニューの「環境設定(T)」・「環境オプショ

ン(O)」で指定できます。 
 
 
 
 
 

〔 出力ファイル一覧 〕 
① 計算結果リスト ------------------------------------------ .out ファイル 
② p-y 曲線、f-z 曲線、地盤物性値 --------------------- .reac ファイル 
③ ノードの変位等 ------------------------------------------ .disp ファイル 
④ 杭頭断面力、軸力,曲げモーメント ----------------- .memb ファイル 
⑤ 杭の応力等 ------------------------------------------------ .strs ファイル 
⑥ 杭の変位、断面力、応力、歪み等 ------------------ .pile ファイル 
⑦ 杭に発生したイベント --------------------------------- .evnt ファイル 
⑧ 床版の断面力、降伏の判定 --------------------------- .beam ファイル 
⑨ 床版の変位 ------------------------------------------------ .bdis ファイル 
⑩ 計算終了コード ------------------------------------------ .cont ファイル 
⑪ 入力データ ------------------------------------------------ .inp ファイル 
⑫ 杭頭軸方向バネ自動計算結果-------------------------.bane ファイル 
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テキスト表示における「⑫杭頭軸方向バネ自動計算結果」のサンプル 
これは、「3.4 杭条件」で述べた杭頭バネ Kv、杭の極限支持力の自動計算の結果です。 

詳細は、「N-Pier 解説書」を参照してください。 

+++ 杭番号:1 ++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

・杭体 

・杭体 

    φ(m)     t(m)    A(m2)    I(m4)      r(m)     L1(m)     L2(m)      L1/r     σy(N/mm2)    σcy(N/mm2)

    0.599    0.009    0.016 0.000687     0.209    13.900     8.600    66.573          235.0          168.0

・杭頭支持バネ 

  E(kN/m2)     φ(m)     A(m2) Kv1(kN/m)         a Kv2(kN/m)  Kv(kN/m) 

     2E008     0.599     0.016  226883.5     0.921  337737.8  135714.2 

・杭先端 

    土質名     φ(m)    Ap(m2)        N1        N2         N        α    Rp(kN) 

    砂質土     0.599     0.282     50.00     34.13     42.06      1.00    3556.1 

・土層 

   No    土質名       N 値  C(kN/m2)   標高(m) ～標高(m) 層厚 L(m) fmax(kN/m2)   π･φ･L    Rf(kN) 

    1     ﾏｳﾝﾄﾞ      18.0       0.0    -11.90    -12.15      0.25      36.0     0.470      16.9 

    2    砂質土      18.0       0.0    -12.15    -15.50      3.35      36.0     6.304     226.9 

    3    粘性土       8.0     100.0    -15.50    -17.60      2.10     100.0     3.952     395.2 

    4    砂質土       8.0       0.0    -17.60    -18.80      1.20      16.0     2.258      36.1 

    5    砂質土      42.0       0.0    -18.80    -19.90      1.10      84.0     2.070     173.9 

    6    砂質土      50.0       0.0    -19.90    -20.50      0.60     100.0     1.129     112.9 

・計算値 

  Rp+Rf(kN)    Rf(kN)    Pa(kN)    Py(kN)  Kv(kN/m) Pcmax(kN) Ptmax(kN) 

    4518.0     962.0    2648.6    3705.6  135714.2    2648.6     962.0 

+++ 杭番号:2 ++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

・杭体 

    φ(m)     t(m)    A(m2)    I(m4)      r(m)     L1(m)     L2(m)      L1/r     σy(N/mm2)    σcy(N/mm2)

    0.899    0.009    0.024  0.00236     0.315    13.475    10.795    42.798          235.0          200.8

・杭頭支持バネ 

  E(kN/m2)     φ(m)     A(m2) Kv1(kN/m)         a Kv2(kN/m)  Kv(kN/m) 

     2E008     0.899     0.024  352942.8     0.888  391267.6  185559.2 

・杭先端 

    土質名     φ(m)    Ap(m2)        N1        N2         N        α    Rp(kN) 

    砂質土     0.899     0.635     50.00     41.77     45.89      0.60    5242.9 

・土層 

   No    土質名       N 値  C(kN/m2)   標高(m) ～標高(m)  層厚 L(m) fmax(kN/m2) π･φ･L    Rf(kN) 

    1     ﾏｳﾝﾄﾞ      18.0       0.0    -11.27    -12.15      0.88      36.0     2.485      89.4 

    2    砂質土      18.0       0.0    -12.15    -15.50      3.35      36.0     9.461     340.6 

    3    粘性土       8.0     100.0    -15.50    -17.60      2.10     100.0     5.931     593.1 

    4    砂質土       8.0       0.0    -17.60    -18.80      1.20      16.0     3.389      54.2 

    5    砂質土      42.0       0.0    -18.80    -19.90      1.10      84.0     3.107     261.0 

    6    砂質土      50.0       0.0    -19.90    -21.90      2.00     100.0     5.652     565.2 

・計算値 

  Rp+Rf(kN)    Rf(kN)    Pa(kN)    Py(kN)  Kv(kN/m) Pcmax(kN) Ptmax(kN) 

    7146.5    1903.6    4774.4    5588.2  185559.2    4774.4    1903.6 

 

+++ 杭番号:3 +++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

・杭体 

    φ(m)     t(m)    A(m2)    I(m4)      r(m)     L1(m)     L2(m)      L1/r     σy(N/mm2)    σcy(N/mm2)

    0.899    0.009    0.024  0.00236     0.315    12.269    12.001    38.966          235.0          206.1

・杭頭支持バネ 

  E(kN/m2)     φ(m)     A(m2) Kv1(kN/m)         a Kv2(kN/m)  Kv(kN/m) 

     2E008     0.899     0.024  387649.8     0.907  359380.9  186490.2 

・杭先端 

    土質名     φ(m)    Ap(m2)        N1        N2         N        α    Rp(kN) 

    砂質土     0.899     0.635     50.00     41.77     45.89      0.60    5242.9 

・土層 

   No    土質名       N 値  C(kN/m2)   標高(m) ～標高(m)  層厚 L(m) fmax(kN/m2) π･φ･L    Rf(kN) 

    1     ﾏｳﾝﾄﾞ      18.0       0.0    -10.08    -12.15      2.07      36.0     5.840     210.2 

    2    砂質土      18.0       0.0    -12.15    -15.50      3.35      36.0     9.461     340.6 

    3    粘性土       8.0     100.0    -15.50    -17.60      2.10     100.0     5.931     593.1 

    4    砂質土       8.0       0.0    -17.60    -18.80      1.20      16.0     3.389      54.2 

    5    砂質土      42.0       0.0    -18.80    -19.90      1.10      84.0     3.107     261.0 

    6    砂質土      50.0       0.0    -19.90    -21.90      2.00     100.0     5.652     565.2 

・計算値 

  Rp+Rf(kN)    Rf(kN)    Pa(kN)    Py(kN)  Kv(kN/m) Pcmax(kN) Ptmax(kN) 

    7267.3    2024.4    4900.2    5588.2  186490.2    4900.2    2024.4 
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+++ 杭番号:4 +++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

・杭体 

    φ(m)     t(m)    A(m2)    I(m4)      r(m)     L1(m)     L2(m)      L1/r     σy(N/mm2)    σcy(N/mm2)

    0.599    0.009    0.016 0.000687     0.209    11.400    11.100    54.599          235.0         184.5 

・杭頭支持バネ 

  E(kN/m2)     φ(m)     A(m2) Kv1(kN/m)         a Kv2(kN/m)  Kv(kN/m) 

     2E008     0.599     0.016  276638.6     0.979  278271.8  138726.4 

・杭先端 

    土質名     φ(m)    Ap(m2)        N1        N2         N        α    Rp(kN) 

    砂質土     0.599     0.282     50.00     34.13     42.06      1.00    3556.1 

・土層 

   No    土質名       N 値  C(kN/m2)   標高(m) ～標高(m)  層厚 L(m) fmax(kN/m2) π･φ･L    Rf(kN) 

    1     ﾏｳﾝﾄﾞ      18.0       0.0     -9.40    -12.15      2.75      36.0     5.175     186.3 

    2    砂質土      18.0       0.0    -12.15    -15.50      3.35      36.0     6.304     226.9 

    3    粘性土       8.0     100.0    -15.50    -17.60      2.10     100.0     3.952     395.2 

    4    砂質土       8.0       0.0    -17.60    -18.80      1.20      16.0     2.258      36.1 

    5    砂質土      42.0       0.0    -18.80    -19.90      1.10      84.0     2.070     173.9 

    6    砂質土      50.0       0.0    -19.90    -20.50      0.60     100.0     1.129     112.9 

・計算値 

  Rp+Rf(kN)    Rf(kN)    Pa(kN)    Py(kN)  Kv(kN/m) Pcmax(kN) Ptmax(kN) 

    4687.4    1131.3    2909.2    3705.6  138726.4    2909.2    1131.3 

 

極限支持力   杭体強度     軸方向バネ強度の上限値 
(押込み／引抜き)  (押込み／引抜き)    (押込み／引抜き) 
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６. １質点動的解析 

基本メニューの「１質点動解」を選択すると、プログラムは次のように尋ねてきます。 

 
それまでの.prj ファイル、.inp ファイル等が保存済みであれば、「OK」をクリックします。下

記画面が表示されます。 
.prj ファイル、.inp ファイル等を保存したい場合は、「キャンセル」をクリックし、.prj ファ

イルの場合は「ファイル(F)(3.6 参照)」に戻り、.inp ファイルの場合は「データ作成(3.7 参照)」
「データ更新(4.1.6 参照)」「データ保存(4.1.7 参照)」等にもどり、所定の操作をします。通常は、

ここの操作に入る前に保存等はされていますので、「OK」をクリックします。 
 
起動画面左側の表示が以下のようになります。 
ここで、１質点系動的解析の計算条件入力、計算、及び結果表示を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この段階で画面左下部分は、「動的解析」と表示されます。 
6.2 計算条件入力まで終わった段階で画面右下に、入力条件ファイル名が表示されます。 
 
本マニュアル冒頭の「N-Pier の構成と使用方法」にも説明がありますように、N-Pier 本体の

構造解析プログラム NPILAN-SN と１質点動的解析プログラム MASS-1 とは、連動していませ

ん。従って、動的解析用の非線形バネ特性はユーザーが骨格曲線を見て、独自に作成する必要が

あります(6.2 参照)。 
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６.１ 地震波の指定 

 
はじめに、入力地震波の設定を行います。 
「地震波指定」ボタンを押すと、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
「OK」ボタンを押すと、以下のファイル指定画面が表示されるので、ここで読み込む入力地

震波ファイル（*.seis）を指定してから、「開く(O)」をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、入力地震波ファイル（*.seis）は、ユーザーがあらかじめ作成しておく必要があります。

地震波データの作成方法は、6.8 を参照して下さい。地震波データの作り方は、１質点動的解析

も２質点動的解析も共通です。 

 

 
 



 

 83

６.２ 計算条件の入力 

 
「計算条件入力」ボタンを押すと、以下の選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
ここで、「新規作成」、又は「既存ファイルの修正」を選択して、「OK」ボタンを押します。 
「既存ファイルの修正」を選択した場合は、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
「OK」ボタンを押すと、以下のファイル指定画面が表示されるので、ここで読み込む計算条

件ファイル（*.inp1）を指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルを選択して「開く(O)」ボタンを押すと、以下の計算条件入力画面が表示されます。 
画面には、ファイルから読み込んだ計算条件データが表示されます。 
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また、選択画面で、「新規作成」を選択して「OK」ボタンを押した場合も同じ画面が表示さ

れます。 
入力データは下記の３種類で、入力後「新規データの作成」か「上書き保存」をクリックしま

す。 
① 計算のタイトル 
② 桟橋の重量 
  減衰定数･････････････････桟橋系の減衰定数を％単位で入力します。 
  加速度データの補正係数･･･6.1 で入力した地震波データの補正係数。 
              (gal 単位データを m/sec にする換算係数あるいは、 
              最大値加速度を変更するための倍率係数） 
③ バイリニアのバネデータ･･･プッシュオーバー解析で得られている桟橋の復元特性を上

記画面右下赤枠の図で表わされるバイリニア型骨格曲線でモデル化するための諸数値。 
１次勾配 K１は＋方向(海→陸)、－方向(海←陸)とも同じとしますが、降伏点と２次勾配

はそれぞれ一般には＋方向、－方向では必ずしも一致しませんので、これを決めるため

の諸数値として、δy-、α-も入力します。（詳細は、「N-Pier 解説書」の 5.を参照下さい。） 
 
なお、動的解析の計算時間は、地震波データで与える「加速度データの数」と「加速度データ

の時間間隔」の積で決まります。 
 



 

 85

６.３ 計算実行 

 
「計算実行」ボタンを押すと、以下のように DOS 画面が表示され計算が実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画面は、計算が終了すると自動的に閉じられます。 
計算終了後、「計算ﾛｸﾞ表示」ボタンをクリックすると計算ログファイルを開きます。このリス

トで、計算が正常に終わっているかどうかを確認してください。 
 

 
６.４ 計算ログ表示 

 
「計算ﾛｸﾞ表示」ボタンを押すと、以下のように計算ログファイルをテキスト表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
ここで、計算が正常に終わっているかどうかを確認してください。 
 
上記画面でＴは計算された固有周期、ALFA は計算されたレーレー減衰の係数αです。減衰は

レーレー減衰：［Ｃ］＝α[Ｍ]＋β[Ｋ]において、β=0.0 と考え、アルファは入力した減衰定数

ｈ＝５％から、α＝ｈ×４π／Ｔ≒0.700 と計算されます。Ｃは、α[Ｍ]の値です。 
詳細は、「N-Pier 例題集 その５ １,２質点動的解析の例」を参照して下さい。 
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６.５ 結果リスト表示 

 
「結果ﾘｽﾄ表示」ボタンを押すと、計算結果のリストファイルをテキスト表示します。 

 
時刻(秒)  入力加速度 応答加速度  応答速度  応答変位   バネ反力 

（上記アウトプットで ABS は絶対、REL は相対を意味します） 
全計算ステップ数  計算は 0.001sec 毎にされ、10 ステップ時間である 0.001×10＝

0.01sec 毎に出力される。 
６.６ 図化シート作成 

「図化ｼｰﾄ作成」ボタンを押すと、計算結果をまとめた Excel ファイルを作成します。 
Excel ファイルの作成中は、以下のように進行状況画面が表示されます。 
 
 
 
Excel ファイルが作成されると、以下の画面が表示されます。 
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６.７ 図化表示 

 
「図化表示」ボタンを押すと、６.６で作成した Excel ファイルを表示します。 
このファイルには、計算結果の数値と時刻歴のグラフが作成されます。 
以下はサンプルデータ（Seis-exA.seis、Mass1-ex1.inp1）の結果です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、この時作成される Excel ファイルの名称は、○○○_mass1.xls です。 

ここで、○○○は６.２で選択した○○○.inp1 ファイルのファイル名です。ユーザーは必要

に応じてこのファイルを修正してください。 

 

エクセル内で印刷を指示すると、標準的には下記の４つの時刻歴図と桟橋変位・復元力関係履

歴図が A4 用紙サイズ（縦置き）で２枚が出力されるようになっています（次、次々ページ参照）。 
1)地盤加速度 
2)桟橋の絶対加速度 
3)桟橋の速度 
4)桟橋の変位 
5)桟橋の復元力 
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図　　　　Npier-Mass1による非線形動的応答結果＜応答変位・応答加速度＞ 
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図　　　　Npier-Mass1による非線形動的応答結果　＜桟橋の変位・復元力関係履歴＞ 
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　地震波データファイルは、地震波時刻歴をテキストファイルで作成し、○○○○○.seisの名称で所定の
箇所に保存する。ここに○○○○○は適当な名前で、「.seis」は決められた拡張子である。

　地震波データは、地震波時刻歴を次のフォーマットに合わせて記述して作成する。

1 タイトルデータ（１レコード）
1 2 3 4 5 6 7 8

5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0

2 コントロールデータ（１レコード）
1 2 3 4 5 6 7 8

5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0

*1)

*1) MAX=60000

3 加速度データ(デフォルト時) (フォーマットに従い必要レコード数分作成、単位はm/secとする）
1 2 3 4 5 6 7 8

5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0 5 0

（m/s2）

EQRC(I)
F8.0

EQRC(I)
F8.0

加速度加速度

（m/s2）（m/s2） （m/s2）

EQRC(I)
F8.0

加速度

EQRC(I)
F8.0

加速度

（m/s2）

EQRC(I)
F8.0

加速度

（m/s2）

F8.0

加速度

（m/s2）

EQRC(I)
F8.0

加速度

（m/s2）

F8.0

加速度

時間間隔

（m/s2） （m/s2）

EQRC(I) EQRC(I)
F8.0 F8.0

加速度 加速度

EQRC(I) EQRC(I)

(df=(10F8.0))

加速度データの
フォーマット

F10.0

加速度データの

EQNM(20)
20A4

タイトル

FORM
A10

DELT

(1)　地震波データファイルの名称　　

(2)　地震波データファイルの書式

（sec）

MSTP

加速度データの

I10

データ数

　*---.----1----.----2----.----3----.----4----.----5----.----6----.----7----.----8
　 2000WAVE001 1968 SOUTH HACHINOHE-S TOKACHI (m/sec^2) *                           
　      2020     0.010            (10F8.0)                                          
　   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000  
　   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000   0.000  
　  -0.120  -0.070  -0.010  -0.070  -0.190  -0.210  -0.090   0.060   0.090   0.030  
　   0.030   0.160   0.310   0.390   0.410   0.460   0.550   0.570   0.430   0.250  

(略)
　-104.140-104.820-107.990-113.770-118.520-120.150-121.690-127.600-136.920-142.560  
　-138.290-125.540-111.610-101.660 -93.960 -83.600 -68.790 -51.880 -35.050 -17.630  
　   0.910  17.920  30.430  40.940  56.810  80.770 103.060 107.040  85.180  48.560  
　  17.970   5.020   3.480  -0.530 -11.740 -21.730 -20.480  -8.440   5.220  14.570  
　  23.310  38.200  58.890  77.490  88.050  93.310 100.280 111.030 120.990 126.710  
　 131.960 143.200 159.500 170.140 164.360 142.550 116.220  96.870  86.580  79.680  
　  71.530  62.990  56.430  50.560  41.620  29.110  17.760  12.210  10.990   7.400  
　  -3.350 -19.280 -34.280 -44.660 -51.510 -57.110 -60.770 -59.660 -52.950 -43.500  

(略)    　　　　
　*---.----1----.----2----.----3----.----4----.----5----.----6----.----7----.----8

    　　　　　　　　　　 この地震波の最大値

(3)　地震波データ例

６.８ 地震データの作成方法 
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７. ２質点動的解析 
 
基本メニューの「２質点動解」を選択すると、プログラムは次のように尋ねてきます。 

 
それまでの.prj ファイル、.inp ファイル等が保存済みであれば、「OK」をクリックします。下

記画面が表示されます。 
.prj ファイル、.inp ファイル等を保存したい場合は、「キャンセル」をクリックし、.prj ファ

イルの場合は「ファイル(F)(3.6 参照)」に戻り、.inp ファイルの場合は「データ作成(3.7 参照)」
「データ更新(4.1.6 参照)」「データ保存(4.1.7 参照)」等にもどり、所定の操作をします。通常は、

ここの操作に入る前に保存等はされていますので、「OK」をクリックします。 
 
起動画面左側の表示が以下のようになります。 
ここで、２質点系動的解析の計算条件入力、計算、及び結果表示を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この段階で画面左下部分は、「動的解析」と表示されます。 
7.2 計算条件入力まで終わった段階で画面右下に、入力条件ファイル名が表示されます。 
 
本マニュアル冒頭の「N-Pier の構成と使用方法」にも説明がありますように、N-Pier 本体の

構造解析プログラム NPILAN-SN と２質点動的解析プログラム MASS-2 とは、連動していませ

ん。従って、動的解析用の非線形バネ特性はユーザーが骨格曲線を見て、独自に作成する必要が

あります(7.2 参照)。 
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７.１ 地震波の指定 

 
はじめに、入力地震波の設定を行います。 
「地震波指定」ボタンを押すと、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
「OK」ボタンを押すと、以下のファイル指定画面が表示されるので、ここで読み込む入力地

震波ファイル（*.seis）を指定してから、「開く(O)」をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、入力地震波ファイル（*.seis）は、ユーザーがあらかじめ作成しておく必要があります。

その作成方法については、6.8 を参照してください。地震波データの作り方は、１質点動的解析

も２質点動的解析も共通です。 
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７.２ 計算条件の入力 

 
「計算条件入力」ボタンを押すと、以下の選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
ここで、「新規作成」、又は「既存ファイルの修正」を選択して、「OK」ボタンを押します。 
「既存ファイルの修正」を選択した場合は、以下の確認画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
「OK」ボタンを押すと、以下のファイル指定画面が表示されるので、ここで読み込む計算条

件ファイル（*.inp2）を指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルを選択（ここでは「Mass2-ex(免震なし)」を選択）して「開く(O)」ボタンを押すと、

以下の計算条件入力画面が表示されます。 
画面には、ファイルから読み込んだ計算条件データが表示されます。 
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また、選択画面で、「新規作成」を選択して「OK」ボタンを押した場合も同じ画面が表示さ

れます。 
 
入力データは下記の３種類で、入力後「新規データの作成」か「上書き保存」をクリックしま

す。 
① 計算のタイトル 
② 桟橋の重量、クレーン重量 
  桟橋、クレーンの減衰定数･･･各系の減衰定数を％単位で入力します。 
  加速度データの補正係数･････7.1 で入力した地震波データの補正係数。 
               (gal 単位データを m/sec にする換算係数あるいは、 
               最大値加速度を変更するための倍率係数） 
  クレーンのバネ定数･････････線形とします。 
③ バイリニアのバネデータ･･･プッシュオーバー解析で得られている桟橋の復元特性を上

記画面右下赤枠の図で表わされるバイリニア型骨格曲線でモデル化するための諸数値。 
１次勾配 K１は＋方向(海→陸)、－方向(海←陸)とも同じとしますが、降伏点と２次勾配

はそれぞれ一般には＋方向、－方向では必ずしも一致しませんので、これを決めるため

の諸数値として、δy-、α-も入力します。（詳細は、「N-Pier 解説書」の 5.を参照下さい。） 
 
なお、動的解析の計算時間は、地震波データで与える「加速度データの数」と「加速度データ

の時間間隔」の積で決まります。 
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７.３ 計算実行 

 
「計算実行」ボタンを押すと、以下のように DOS 画面が表示され計算が実行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この画面は、計算が終了すると自動的に閉じられます。 
計算終了後、「計算ﾛｸﾞ表示」ボタンをクリックすると計算ログファイルを開きます。このリス

トで、計算が正常に終わっているかどうかを確認してください。 
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７.４ 計算ログ表示 

 
「計算ログ表示」ボタンを押すと、以下のように計算ログファイルをテキスト表示します。 

 

 
 

ここで、計算が正常に終わっている（Npier-mass2 Normal End）かどうかを確認してくださ

い。もう少し詳しい情報は、7.3 で選択あるいは設定した計算条件ファイル（○○○.inp2 ファ

イル）があるフォルダーの○○○.out2 ファイルをエディターで開いて確認して下さい。 
 
Coupling Model PERIOD “T”は、１次および２次の固有振動周期を表しています； 

1 次固有振動周期           ＝ 1.771 sec 
2 次固有振動周期           ＝ 0.832 sec 

 
Simple Model PERIOD(Pier)は、桟橋単体の固有振動周期です； 

Ｔ1＝２π√Ｗ1／(ｇＫ1) 
＝２π√(4000／（9.8･5120／0.177）)＝ 0.746 sec 

 
Simple Model PERIOD(Crane)は、クレーン単体の固有振動周期です； 

Ｔ2＝２π√Ｗ2／(ｇＫ2) 
＝２π√(5245.6／（9.8･9391.7）)    ＝ 1.500 sec 

 
DAMPING  COEFFICIENT は、桟橋、クレーンを単体で考えた時の減衰係数です； 

C1＝α1 [Ｍ1]＝ｈ1×４π／Ｔ1×[Ｍ1] 
 ＝0.1×４π／0.746×(4000／9.8)      ＝ 687.2  (kN*s/m) 

 
C2＝α2 [Ｍ2]＝ｈ2×４π／Ｔ2×[Ｍ2] 
 ＝0.01×４π／1.500×(5245.6／9.8)   ＝  44.8  (kN*s/m) 

（α１，α２は桟橋・クレーンをそれぞれ１質点系で考えた時のレーレー減衰のαで、βは 0
です。） 
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７.５ 結果リスト表示 

 
「結果ﾘｽﾄ表示」ボタンを押すと、計算結果のリストファイルをテキスト表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時刻 入力加速度   質点１(桟橋)            質点２（クレーン） 
加速度・速度・変位・バネ反力    加速度・速度・変位・バネ力 
（上記アウトプットで ABS は絶対、REL は相対を意味します） 

 
７.６ 図化シート作成 

 
「図化ｼｰﾄ作成」ボタンを押すと、計算結果をまとめた Excel ファイルを作成します。 
Excel ファイルの作成中は、以下のように進行状況画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
Excel ファイルが作成されると、以下の画面が表示されます。 
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７.７ 図化表示 

 
「図化表示」ボタンを押すと、７.６で作成した Excel ファイルを表示します。 
このファイルには、計算結果の数値と時刻歴のグラフが作成されます。 
以下はサンプルデータ（Seis-exB.seis、Mass2-ex(免震なし).inp2）の結果です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、この時作成される Excel ファイルの名称は、○○○_mass2.xls です（Excel2007 以降は、

拡張子が xlsm です）。 

ここで、○○○は７.２で選択した○○○.inp2 ファイルのファイル名です。ユーザーは必要

に応じて図表名などこのファイルを変更・修正して利用します。 
 
エクセル上で印刷を指示すると、次のものが標準として印刷されるようになっています。 

1 ぺージ目：クレーン変位時系列図 
桟橋変位時系列図 
クレーン応答加速度系列図 
桟橋応答加速度時系列図 

２ぺージ目：クレーンせん断力時系列図 
桟橋せん断力時系列図 
桟橋の変位・復元力の関係履歴図     図－３ 

（用紙は、Ａ４サイズ、縦置き） 

図－１ 

図－２ 
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図　　　　Npier-Mass2による非線形動的応答結果＜応答変位・応答加速度＞ 
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図　　　　Npier-Mass2による非線形動的応答結果　＜復元力＞ 

図　　　　Npier-Mass2による非線形動的応答結果　＜桟橋の変位・復元力関係履歴＞ 
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